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最
終
講
義

東
洋
大
学
を
去
る
に
当
た
っ
て
I

縁
起
と
共
生
i

仏

教
の
視
点

か
ら

『
ガ
ン
ゴ

ー
ツ
ト
リ

ー
国
縁

起
譚
』

第
一
章
和
訳

元
暁
の
著
作
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

カ
ビ

ー
ル

『
ビ
L

ン

ヤ
ク
』

和

訳

余

滴
（
4
）

－

ワ
サ
ン

ト
ー
v
a
i
r
a

考

『
マ
ツ

ヤ

ー
プ
ラ

ー
ナ

』
所

収

の

「

ヴ
ア
圭

フ
ー
ナ

ス
ィ
ー
・
マ
ー
ハ
ー
ト
ミ

ヤ

」
に
つ
い
て

川

崎

信

定

（
2
3）

竹

村

牧

男

（
4
7）

沼

田

一
郎
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敦
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）

橋
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泰

元

（
1
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1
）

渡
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悟

（
1
8
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本
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（
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0
0
）
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川
崎
信
定

教
授
略
歴
・
業
績
目
録

略
歴

昭
和
一
〇
年

コ
二
月

昭
和
二
九
年

三
月

昭

和
三
三
年

三
月

昭
和
三
六
年

三
月

昭

和
三
九
年

三
月

千
葉
県
で
生
ま
れ
る

東
京
大
学
教
育
学
部
付
属
高
等
学
校
卒
業

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
（
ア
メ
リ
カ
分
科
）
卒
業

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
印
度
哲
学
専
門
課
程
修
士
課
程
修
了

同

博
十
課
程

単
位
取
得
退
学

昭
和
三
九
年

四
月

財
団
法
人

東
洋
文
庫

研
究
生
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
・
九
月
ま
で
）

昭
和
三
九
年
一
〇
月

東
京
大
学
文
学
部
助
手
（
印
度
哲
学
）
就
任
（
昭
和
四
四
年
六
月
ま
で
）

昭
和
四
一
年

九
月

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
（
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
）
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
換
教
授

（
ア
ジ
ア
思
想
担
当
・
昭
和

四
二
年
八
月
ま
で
）

昭
和
四
二
年

九
月

コ
ロ
ム
ビ
ア
大
学

巾
近
東
言
語
文
化
研
究
科
研
究
員
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
ノ
仏
教
学
・
昭
和
四
五
年

五
月
ま
で
）

昭
和
四
五
年

六
月

財
団
法
人
東
洋
文
庫
町
任
研
究
貝
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
・
昭
和
～
〇
年
四
月
ま
で
）

昭
和
四
六
年

四
月

大
正
大
学
非
常
勤
講
師
（
英
語
担
当
・
昭
和
五
二
年
三
月
ま
で
）
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昭
和
四

七
年

四
月

東
京
大

学
文
学

部
・
大
学

院
人

文
科
学
研

究
科

非

常
勤
講
師

（
チ

ベ
ッ
ト
仏

教
文
献
講
読
・
昭
和
四
八
年

三
月
ま

で
）

昭
和
四
七
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五
〇
年

昭
和
五
六
年

昭
和
六
一
年

昭
和
六
二
年

昭
和
六
三
年

平

成

平

成

平

成

平

成

平

成

平

成

平

成

四

年

四
年

五
年

五
年

六
年

六
年

七
年

四

月

冊
‥
月

四

‐
り

五

月

四

月

七

月

一

月

四

月

四
月
四
月

四
月
四
月

六
月
一
月

四

月

国

学
院
大
学
文

学
部
非
常

勤
講
師
（
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
上

語
・
昭
和
五
〇

年
三
月
ま

で
）

お
茶

の
水
女
子
大

学
文
教

育
学
部
非
常
勤

講
師
（
東
洋

倫
理
思
想
史

・
平
成
七
年

三
月
ま
で
、
隔
年
開

講
）

武
蔵
大

学
日
本
文

化
研
究
科
非

常
勤
講
師

（
イ
ン

ド
思

想
史
・
昭
和
五

〇
年
三
月

ま
で
）

筑
波
大

学

哲

学
・
思
想

学
系

（
宗

教
学

・
比
較
思
想

学
）
助
教
授

大
学
入

試
セ
ン

タ
ー
助
教
授

（
併
任
）
、
同

専
門
委
員
・
部
会

責
任
者

（
倫

理
・
社
会

昭
和
五
八
年
三
月

ま
で
）

筑
波
大

学

哲

学
・
思

想
学
系

（
宗
教

学
・
比
較
思

想
学
）
教
授

東
京
大

学
大
学

院
人

文
科
学
研

究
科

文

学
博
士

学
位
取

得

東
京
大

学
文

学
部

・
大
学

院
人

文
科

学
研
究

科
非

常
勤
講

師
（
チ

ベ
ッ
ト

仏
教
文

献
講
読
・
平
成
六
年

三
月

ま
で
）

筑
波
大

学
大
学

院
日

本
文
化
研

究
学
際

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
委

員
長

（
平
成

五
年
三
月

ま
で
）

放
送
大

学
客
員
教
授

（
イ
ン

ド
の
田
霜
I

平

成
九
年
三
月
ま

で
）

筑

波
大

学
大
学

院

哲
学
・
思

想
研

究
科
長

（
平
成
六
年
三

月
ま
で

）

北
海
道
大

学

文
学

部
非
常
勤

講
師
（
チ

ベ
ッ
ト
語
・
平
成

六
年
三
月

ま
で

）

筑

波
大

学

哲
学

・
思
想
学
系
長

・
筑
波
大

学
評
議
員

（
平

成
八
年
四
月

ま
で
）

学
術
審
議
会

専
門
委

員

（
科

学
研
究
費
分

科
会
）
併

任

（
平
成
七
年

一
月
ま

で
）

東
京

成
徳
大

学
人
文

学
部
非
常
勤
誰

師

（
比
較
宗

教
論

・
平

成
九
年
三
月

ま
で
）
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平

成

平

成

七
年
一
〇
月

七
年

四
月

平
成

八
年

平
成

九
年

平
成

九
年

平
成

九
年

平
成

九
年

平
成
T

一
年

平
成
一
四
年

平
成
一
四
年

平
成
一
四
年

平
成
一
四
年

平
成
一
六
年

平
成
一
四
年

平
成
一
四
年

平
成
一
六
年

四
月
三
月

四
月

四
月

四
月

四
月
四
月

四
月

四
月

四
月

四

月

四

月

四

月

四
月

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
客
員
教
授
（
平
成
八
年
三
月
ま
で
）

連
合
王
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
東
洋
学
研
究
所
招
㈹
教
授
（
仏
教
伝
道
協
会
沼
田
基
金
提
供
講
座

。

同
年
七
月
ま
で
）

東
北
大
学
文
学
部
・
大
学
院
文
学
研
究
科
（
イ
ン
ド
仏
教
史
特
論
・
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

筑
波
大
学
教
授
退
任

筑
波
大
学
名
誉
教
授
（
現
在
に
至
る
）

東
洋
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

東
洋
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
員
（
平
成
一
〇
年
三
月
ま
で
）

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
長
（
平
成
一
四
年
三
月
ま
で
）

東
洋
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
科
H
部
主
任
（
平
成
一
五
年
三
月
ま
で
）
9

稲
田
大
学

文
学
部

東
洋
哲
学
科

非
常
勤
講
師
（
イ
ン
ド
思
想
史
・
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
東
洋
哲
学
特
殊
問
題
・
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）

放
送
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
客
員
教
貝
（
平
成
一
六
年
三
月
ま
で
）

東
洋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
仏
教
学
専
攻
主
任
（
平
成

七
年
三
月
ま
で
）

束
洋
大
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
助
成
審
議
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）

（
財
）
井
上
円
了
記
念
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
（
現
在
に
至
る
）

大
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
科
非
常
勤
講
師
（
仏
教
学
特
論

平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）
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学

会

お

よ

び

社

会

に

お

け

る

活

動

昭

和

四

五

年

六

月

財

団

法

人

東

方

研

究

会

兼

任

研

究

員

（
現

在

に

至

る

）

昭

和

五

〇

年

五

月

財

団

法

人

東

洋

文

庫

兼

任

研

究

員

（
チ

ベ

ッ

ト

仏

教

研

究

・

現

在

に

至

る

）

昭

和

五

五

年

四

月

日

本

西

蔵

学

会

委

員

（
現

在

に

至

る

）

昭

和

六

一

年

四

月

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

理

事

（
平

成

九

年

三

月

ま

で

）

昭

和

六

一

年

四

月

比

較

思

想

学

会

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

昭

和

六

二

年

四

月

仏

教

思

想

学

会

理

事

・

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

平

成

元

年

四

月

財

団

法

人

東

方

研

究

会

理

事

・

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

平

成

三

年

四

月

財

団

法

人

東

方

学

会

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

平

成

三

年

四

月

東

京

大

学

仏

教

青

年

会

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

平

成

四

年

四

月

日

本

宗

教

学

会

理

事

（
現

在

に

至

る

）

平

成

四

年

四

月

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

会

評

議

員

（
平

成

八

年

三

月

ま

で

）

平

成

五

年

九

月

財

団

法

人

国

際

仏

教

交

流

セ

ン

タ

ー

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

平

成

九

年

四

月

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

平

成

コ

ー
年

六

月

財

団

法

人

仏

教

学

術

振

興

会

評

議

員

（
現

在

に

至

る

）

昭

和

三

九

年

四

月

日

本

倫

理

学

会

会

員

（
現

在

に

至

る

）

昭

和

五

四

年

九

月

日

本

思

想

史

学

会

会

員

（
現

在

に

至

る

）

国

際

仏

教

学

会

（
T
h
e
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
o
f
B

乱
d
h
i
s
t
S
t
u
d
i
e
s
)
会

員

－6 －



国

際

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

学

会

（
T
h
e
W
o
r
l
d
S
a
n
s
k
r
i
t
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

会

員

国

際

チ

ベ

ッ

ト

学

会

（
T
h
e
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
o
f
T
i
b
e
t
a
n
S
t乱

一
e
s
)

会

員

真

言

宗

豊

山

派

勧

学

・

権

大

僧

正

本

山

特

派

布

教

師

総

本

山

長

谷

寺

菩

提

院

結

衆

賞
罰

昭
和

五
〇

年

五
月

昭
和

五
五
年
一
一
月

平

成

六
年

六
月

平

成

六
年
一
一
月

平

成

八

年
一
〇
月

平

成

一
五

年

九
月

日
本
印

度
学
仏

教
学
会
賞

（
日
本

印
度
学
仏

教
学
会
）

東
方

学
術
奨
励

賞
（
財
団
法
人

東
方
研
究
会

・
イ
ン

ド
大

使
館
）

第
八
四

回

日

本
学
士
院
賞

（
日

本
学
士
院
）

船
橋
市

市
政
功
労

者

（
千
葉
県

船
橋
市
）

第
三
四

回
密
教

学
芸
賞

（
真
言
宗

各
派
総
本
山
会

）

教

学
功

労
賞

（
真
言
宗
豊

山
派

教
学

振
興
会
）

著

書

（
単

著

）

巾

『
原

典

訳

チ

ベ
ッ

ト

の
死

者

の
書

』
（
こ

こ

ろ

の
本

）

（
筑

摩

書

房

、

平

成

元

年

五

月

二

十

五

日

）

総

数

二
I

四

頁

。

②

『
一

切

智

思

想

の

研

究

』
（
春

秋

社

、

平

成

四

（

一

九

九

二

）

年

二

月

二

十

日

）
、

総

数

五

六

二

頁

（
文

部

省

平

成

三

年

度

科

学

研

究

費

補

助

金

「
研

究

成

果

公

開

促

進

費

交

付

に

よ

る

出

版

」
（
第

八
四

回

日

本

学

士

院

賞

受

賞

対

象

研

究

）
。

③

『
イ

ン

ド

の

思

想

』（
放

送

大

学

教

材
に
こ

心

心
ど

↑
）
、（
財

団

法

人

放

送

大

学

教

育

振

飢
ハ
会

、
平

成
五

二

九

九

三

）
年

三

月

二

十

日

）
、

総

数

一
五

四

頁

。
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(4)㈲(7)(8)

『
原
典
訳

チ

ベ
ッ
ト

の
死

者
の
書
』
（
ち
く

ま
学
芸
文
庫

）
、
（
筑

摩
書
房
、
平
成

五

（
一
九
九
三

）
年
六
月
）
、
総
数
二
四
四
頁
。

『
C
D

版

原
典

訳
チ

ベ
ッ
ト
の
死

者
の
占
』
（
筑
摩
書
房

、
平

成
六

（
一

九
九
四

）
年
四
月

）
、
C
D

デ
ィ
ス
ク
二
枚
な

ら
び
に

解
説
本
四

七
頁
。

『
釈

尊
の
お
し
え
』
（
中

山
書
房
仏

書
林
、
平

成
九

（

九
九

じ
）
年
にヤ
月
｛
一
五
目
川

｝
総
打
数

コ

ー四
頁
。

『
釈

尊
の
お
し
え
』

改
訂
第

二
版

（
中
山

書
房
仏
書
林

、
平
成
十

（
一
九
九
八

）
年
十
月
二

五
日
刊

）
総
頁

数

二
一
四

頁
。

編
著

（
共
編

）

山

『
中
村
元

の
匪
界
』
峰

島
旭

雄
・
前
田
専

学
・
川
崎
信
定
他

社
ハ
著
（
青
士
社

、
昭
和

六
ト
（
一
九

八
五
）
年
三
月

）
、

総
数
三

八
六
頁

。

口

『
東

洋
の
自
然
観

と
生
命
観
－

仏
教
を
中
心

と
し
て
I

』
、
（
共
著

）
（
筑
波
大

学
平
成

六
～
八
年

度
学
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研

究

助
成
研
究

（
A

）
研

究
報

告
書
）
研
究
代
表

者
一
川
崎
信
定

（
平

成
九
（
一
九

九
七
）
年
三

月
）
、
一
〇
〇
頁
。

ぶ

『
イ

ン

ド
哲
学
・
仏

教
学

へ
の
誘

い
』（
共

同
編

集

）（
菅
沼
晃

博
士
占

稀
記

念
論
文

集
刊

行
会
〔
伊
吹

敦
、
川
峙
信

定
、
竹
村

牧
労
、

沼

田
一
郎

、
橋
本

泰
元

、
森

章
司

、
渡
辺
章

悟
〕
編

、
大
束
出

版
社

、
平

成
十
ヒ
（
二

〇
〇

五
）
年
三

月

十
日
刊

）
総
頁

三
二

七
頁

。

研

究

論
文

（
単

著

）

剛

「
T
a
t
t
v
a
s
a
m
g
r
a
h
a

に

引

川

さ

れ

た
S
a
r
v
a
j
i
i
a

批

判

説

の
考

察

」
、
『
印

度

学

仏

教

学

研

究

』

第

十

一

巻

第

二

号

（
日

本

印

度

学

仏

教

学

会

、

昭

和

三

八

（
一

九

六

三

）
年

三

月

）
、

五

四

八

～

五

四

九

頁

。

②

「
チ

ベ

ッ

ト

仏

教

の

展

開

」
、
『
東

洋

学

術

研

究

』

第

十

二

巻

第

一

号

（
東

洋

哲

学

研

究

所

、

昭

和

四

八

（

一

九

七

三

）

年

五

月

）
、

五

五

～

六

九

頁

。

8-



㈲

「

チ

ベ

ッ

ト

文

献

に

つ

い

て

」

、

『

東

書

高

校

通

信

（

吐

界

史

）
』

第

ニ

ト

三

号

（

東

京

書

籍

、

昭

和

四

八

（

一

九

七

三

）

年

十

月

）

、

五

～

六

頁

。

⑤

「

バ

ヴ

ィ

ヤ

の

伝

え

る

ミ

ー

マ

ー

ン

サ

ー

説

」

、

『

中

村

元

陣

士

還

暦

記

念

論

集

〈

イ

ン

ド

思

想

と

仏

教

〉

』

（

春

秋

社

、

昭

和

四

八

二

九

七

三

）

年

一

月

）

、

七

一

～

八

六

頁

。

㈲

”
Q
u
o
t
a
t
i
o
n
s
i
n
t
h
e
M
i
m

置
i
s
a
C
h
a
p
t
e
r
o
f
B
h
a
v
y
a
'
s
M
a
d
h
y
a
m
a
k
a
-
h
r
d
a
y
a
-
k
a
r
i
k
a
"

［

印

度

学

仏

教

学

研

究

］

第

二

十

三

巻

第

二

号

（

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

、

昭

和

四

九

（

一

九
L

四

）

年

づ

月

）

、

一

一

二

〇

～

一

ニ

ー
七

頁

。

㈲

”
B
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
i
c
a
l
N
o
t
e
s
a
b
o
u
t
B
r
i
t
i
s
h
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
W
r
i
t
i
n
g
s
o
n
I

乱
F
F
t
h
e
E
r
a
o
f
B
r
i
t
i
s
h
R
u

一
う
T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
o
f
I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l
S
t
u
d
i
e
s

。
N
o
.
2
(
I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l
R
e
s
e
a
r
c
h
I
n
s
t
i
E
t
e

。

関

西

外

国

語

大

学

、

昭

和

四

九

（

一

九

七

四

）

年

三

月

）

、

七

六

～

七

八

頁

。

口

”
A
R
e
f
e
r
e
n
c
e
t
o
M
a
g
a
i
n
t
h
e
T
i
b
e
t
a
n
T
r
a
n
s
l
a
t
i

呂

〇
I
t
h
e
1
a
r
k
a
j

乱
l
a

”
。

『

印

度

学

仏

教

究

』

第

二

三

巻

第

二

号

（

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

、

昭

和

五

十

（

一

九

じ

五

）

年

三

月

）
、

一

～

じ

頁

。

⑧

「

貪

欲

に

も

と

づ

く

タ

ン

ト

ラ

分

類

」

、

『

宗

教

研

究

』

第

四

九

巻

第

ご

号

（

日

本

宗

教

学

会

、

昭

和

五

ト

（

一

九

七

五

）

年

三

月

）

、

九

四

～

九

五

頁

。

㈲
W
a
r
r
e
n
H
a
s
t
i
n
g
s
a

乱
T
r
a
n
s
-
H
i
m
a
l
a
y
a
n
T
r
a
d
e
i
S
i
g
n
i
f
i
c
a
n
c
e
o
f
B
o
g
l
e
'
s
M

一
i

一
〇
n
t
o
T
i
b
e
t

。
1
7
7
4
-
7
5

”
。
T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
o
f
I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l
S
t
u
d
i
e
s

。
N
o
.
2
(
I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l
R
e
s
e
a
r
c
h
I
n
s
t
i
t
u
t
e

。

関

西

外

岡

語

大

学

、

昭

和

五

十

（

一

九

七

五

）

年

三

月

）

、

五

ヒ

～

六

七

頁

。

㈲

「

密

教

に

お

け

る

愛

」

、

中

村

元

編

『

仏

教

思

想

一

〈

愛

〉
』

（

平

楽

寺

書

店

、

昭

和

五

十

（

一

九

七

五

）

年

六

月

）
、

一

五

五

～

一

八

二

頁

。

べ



㈲

「
法

を

知

る

人

は
存

在

す

る
か
－
T
a
t
t
v
a
s
a
m
g
r
a
h
a

に

お

け

る

仏

教
・
ミ

ー

マ

ー

ン

サ

ー

論
争

―

」
、
『
平

川

彰

博

ヒ

還

暦

記

念

論

集

〈
仏

教

に

お

け

る
法

の
研

究

〉
』
（
春

秋

社

、

昭

和

五

ト

（
一

九

し

五

）

年

ト

月

）
、
二

六

七

～

～

八

九
頁

。

㈲

”
A
n
a
l
y
s
i
s
o
f
Y
o
g
a
i
n
t
h
e
S
a
m
d
h
i
n
i
r
m
o
c
a
n
a
-
s
u
t
r
a

”
。
f

豊

山

学

報

』

第

二

十

一

号

、

（

昭

和

五

一

（

一

九

七

六

）

年

三

月

）
、

一

五

五

～

一

七

〇

頁

。

旧

。
T
h
e
C
o
n
c
e
p
t
o
f
t
h
e
S
u
b
t
l
e
B
o
d
y

（

に

え

訟

弦

回

）
i
n
B
r
a
h

ヨ
a
n
i
s

ヨ

バ

『

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

論

集

』

昭

和

五

〇

年

度

（

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

、

昭

和

五

一

二

九

ヒ

六

）

年

三

月

）
、

一

～

ト

四

頁

。

㈲

「

研

究

ノ

ー

ト

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

』
1

死

の

瞬

間

を

起

点

と

し

て

み

た

生

－

」

、

『

倫

理

思

想

研

究

』

第

言

う

（

筑

波

大

学

倫

理

学

研

究

会

、

昭

和

五

一

（

一

九

七

六

）

年

三

月

）
、

九

ヒ

～

九

八

頁

。

㈲

「

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書
J
j

死

後

の

生

存

と

し

て

み

た

意

識

の

遍

歴

－

』

、

『

エ

ピ

ス

テ

ー

メ

ー
J
L

月

号

（

朝

日

出

版

社

、

昭

和

互

一

二

九

七

六

）

年
L

月

）
、

。
0

三

～

一

三

四

頁

。
j

削
j
"
h
e
M
i
m
a
m
s
a
C
h
a
p
t
e
r
o
f
B
h
a
v
y
a
'
s
M
a
d
h
y
a
m
a
k
a
-
h
r
d
a
y
a
-
k
a
r
i
k
a

―
T
e
x
t
a

乱
T
r
a
n
s
l
a
t
i
o
n

―

（

ご

フ

『

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

論

集

』

、

昭

和

五

一

年

度

（

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

、

昭

和

五

一

。

（

一

九

し

七

）

年

三

月

）
、

一

～

一

六

百

。
j

回

「

唯

識

思

想

研

究

の

現

況

」

、

『

続

豊

山

全

書

刊

行

会

月

報

』

（

続

豊

山

全

書

刊

行

会

、

昭

和

五

二

二

九

ヒ

ヒ

）

年

五

月

）
、

一

～

四

頁

。
j

闘
"
I

乱

一
a
n
B

乱
d
h
i
s
m

”
。
O
r
i
e
n
t
a
l
S
t
u
d
i
e
s
i
n
J
a
p
a
n
:
R
e
t
r
o
s
p
e
c
t
a
n
d
P
r
o
s
p
e
c
t

（
1
9
6
3
-
1
9
7
2

）

。
P
a
r
t
1
1
-
2
2

（
H

可

（

ぎ
l
t
r
e
f
o
r

回
s
t
A
s
i
a
n
C
u
l
t
u
r
a
l
S
t

乱

一
e
s

。
t
h
e
T
o
y
o
B
u
n
k
o

。

昭

和

五

二

二

九

ヒ

七

）

年

ト

月

）

、

一

～

二

六

頁

。

㈲

「

チ

ベ

ッ

ト

に

お

け

る

成

仏

の

理

解

―

仏

伝

十

二

相

を

め

ぐ

っ

て
I

」

、
『

玉

城

康

四

郎

博

十

還

暦

記

念

論

集

〈

仏

の

研

究

〉
』

（

春

秋

杜

、

昭

和

五

二

二

九

ヒ

じ

）

年

十

一

月

）

、
J

一

六

九

～

二

八

叫

頁

。
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俳

「

密
教

と
恩

の

思
想

」
、
巾
廿

茫

三

一
〇
打
。

即

「
死
後

の
存
在
と

意
識
の
遍
歴
－

『
チ

ベ
ッ
ト
の
死

者
の
書
』
を
考
え

る
1

」
、『
仏

教
文
化
』
第
十

巻

元

巻
第
三
号

）（

特
集

一

ア
ジ
ア
仏
教
を

さ
ぐ

る
）
（
東
京
人

学
仏

教
青
年
会

、
昭
和
五
五

（
一
九
八

〇
）
年
十
二
月

）
、
四
ヒ

上
I

頁

。

ご

「
一
切
智
と

一
切

智
智
」
『
密
教
研
究
』

第
十
三

号
（
密
教

学
会

、
昭
和
五

六

（
一
九

八

こ

年
三

月

）
、
一
犬

四
頁
。

の

「
一
切

智

（
添
E
y

）
思

想
の
展

開
」
、
『
勝
又

俊
教
博
士

古

稀
記

念

論
集
（

大

乗
仏

教
か
ら
密

教
へ

と
（
春
秋
社
、
昭

和
五
六

二

九
八

コ

年
九
月

）
、
一

九
九
～
二
I

七
頁

。

ぶ

「
『
十
住
毘

婆
沙
論
』

の
難

一
切
智
人

」
、
壬
生

台
舜

編

『
龍

樹
教
学

の
研
究
』
（
大

蔵
出
版

社
、

昭
和
五

八

二

九
八
三

）
年
二

月

）
、
一

八
五
～
一
九

九
頁

。
J

「
エ

ヴ
ァ
ン

ズ

＝
ヴ
ェ

ン
ツ
訳
出

の
チ

ベ
ッ
ト

文
原
典

に
つ

い
て
」
、
湯

浅
泰
雄

黒
木
幹
男

編
訳
『
東

洋
的
瞑
想
の
心
理
学
』（
ユ

ン

グ
心
理
学
選
書

五
）
（
大
阪

創
元
社

、
昭
和
五
八

（
一
九
八
三

）
年
十

一
月

）
、
四

五
～
六

一
頁
。

凶

「
中
村
元

の
世
界

（
大

乗
仏
教
研
究

）
」
、
『
ア

ー
ガ
マ
』
第
四
五

号

（
平
河

出
版
社

、
昭
和
五
九

（
一
九

八
四

）
年

三
月

）
、
五
〇

～一
七

一
頁

。

(28∩27)

「
仏
教
論
理

学
」
、
平

川
彰
編

『
仏
教
研
究

入
門
』
（
大
蔵
出

版
社
、
昭

和
五
九

（
一
九

八
四

）
年

六
月

）
、

コ

ーニ

～
一
三

二
頁
。

コ

切
智
者

の
存
在
論

証
」
、
平

川
彰

・
高
崎
直

道
・

梶
山
雄
一

編

『
講
座

・
人
乗
仏

教
九

認
識

論
と
論
理

学
』
（
春
秋
社

、
昭

和
五
九

（
一
九
八
四

）
年
し
月

）
、
二
九

四
人

二
三

九
頁

。

四

「
肉

食

と
竺
自
回

訟
ぎ
r

」
、
『
東
方

』

第

一
号

（
財

団
法

人

東
方

研

究
会

、

昭
和

六
〇

（

一
九

八

五

）
年
四

月

）
、
一
七

四

～

一
八
四
頁

。
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剛

「
諸

法

実

相

を

基

盤

と

し

た

一

切

智

∴

切

種

竺

、
『
平

川

彰

博

士

古

稀

記

念

論

集

〈
仏

教

思

想

の

諸

問

題

〉
』
（
春

秋

社

、

昭

和

六

〇

（

一

九

八

五

）

年

六

月

）
、

三

五

三

～

三

七

二

頁

。

剛

「
大

乗

仏

教

と

チ

ベ

ッ

土

、

平

川

彰

・

高

崎

直

道

・
梶

山

雄

一

編

『
講

座

夫

乗

仏

教

十

大

乗

仏

教

と

そ

の

周

辺

』
（
春

秋

社

、

昭

和

六

〇

（

一

九

八

五

）

年

八

月

）
、

九

九

～

コ

ー
六

頁

。

首

「
『
中

観

心

論

』

に

み

ら

れ

る

一

切

智

（
ぐ
1

回

）
」
、
『
印

度

学

仏

教

学

研

究

』

第

三

四

巻

第

一

号

（

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

、

昭

和

六

〇

（

一

九

八

五

）

年

十

月

）
、

コ

ハ
○

～

二

八
七

頁

。

ぷ

「

パ

ー

リ

文

献

に

み

ら

れ

る

一

切

智

「
汐

孚

乱

ヨ

」
、
『
雲

井

昭

善

博

士

古

稀

記

念

論

集

〈

仏

教

と

異

宗

教

〉
』
（
平

楽

寺

書

店

、

昭

和

六

一

二

九

八

六

）

年

二

月

）
、

一

八

四

～

二

〇

三

頁

。

㈲

「

仏

典

の

こ

と

ば

」
、

林

四

郎

編

『
こ

と

ば

の

林

』
（
応

用

貪

詩

学

講

座

第

六

巻

）
（
明

治

書

院

、

昭

和

六

一

二

九

八

六

）

年

二

月

）

四

四

～

五

七

頁

。

京

フ
バ

ヴ

ィ

ヤ

造

『
中

観

心

論

』

・

『
思

択

炎

言

弔
九

章

・

第

十

章

研

究
i

一

切

智

思

想

に

関

連

し

て
I

』
、
『
筑

波

大

学

哲

字
・
思

想

学

系

論

集

』

第

十

一

号

（
筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

、

昭

和

六

一

二

九

八

六

）

年

三

月

）
、

一

」

一
六

頁

。

俳

「

近

藤

重

統

の

『
喇

晦

考

』
」
、
『
東

洋

文

庫

書

報

』

昭

和

六

十

年

度

（

財

団

法

人

東

洋

文

庫

、

昭

和

六

一

二

九

八

六

）

年

三

月

）
、

十

二

～

十

四

頁

。

㈲

公
S
t
u
d
y
o
n
t
h
e
L
a
m
a
（

喇

晦

考

）
b
y
S
e
i
s
a
i
M
o
r
i
s
h
i
g
e
K
o
乱

〇
J
u
z
o
（
↑
コ

↑‐
↑
河

風

山

目

瑞

鳳

監

修

『
チ

ベ

ッ

ト

の

仏

教

と

社

会

』
（
春

秋

社

、

昭

和

六

一

二

九

八

六

）

年

十

一

月

）
、

六

八

三

～

六

九

六

百

。

㈲

日

冨
v
a
v
i
v
e
k
aの

生

類

観
－

草

木

に

こ

こ

ろ

が

あ

る

か
I

」
、
『
豊

山

教

学

大

会

紀

要

』

第

十

四

号

（
豊

山

教

学

振

興

会

、

昭

和

六

一

二

九

八

六

）

年

六

幻

）
、

二

〇

四

～

二

一

八

頁

。
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㈲

「

イ

ン

ド

・

仏

教

思

想

に

お

け

る

（

恋

）

、

『

比

較

思

想

研

究

』

第

士

言

万

（

比

較

思

想

学

会

、

昭

和

六

二

二

九

八

七

）

年

三

月

）
、

一

三

圭

一

二

頁

。
j

㈲

。
T
h
e
M
I

ヨ

胃
l
s
a
C
h
a
p
t
e
r
o
f
B
h
a
v
y
a
'
s
M
a
d
h
y
a
m
a
k
a
-
h
r
d
a
y
a
-
k
a
r
i
k
a

―
t
h
e
S
a
n
s
k
r
i
t
a
n
d
t
h
e
T
i
b
e
t
a
n
T
e
x
t
s

―

（

に

）

コ

目

口

’
罵

ぶ
5

『

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

論

集

』

第

十

二

号

（

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

、

昭

和

六

二

二

九

八

七

）

年

三

月

）

、

一

～

二

三

頁

。

掴

フ

バ

ヴ

ィ

ヤ

の

『

中

観

心

論

』

に

み

ら

れ

る

一

切

智

説

二

）
」

、

『

仏

教

学

』

（

仏

教

思

想

学

会

、

昭

和

六

三

二

九

八

八

）

年

三

ぐ

月

）

、

一

～

二

〇

頁

。
j

尾

。
T
h
e
M
I
m

晋
l
s
a
C
h
a
p
t
e
r
o
f
B
h
a
v
y
a
'
s
M
a
d
h
y
a
m
a
k
a
-
h
r
d
a
y
a
-
k
a
r
i
k
a

―
t
h
e
S
a
n
s
k
r
i
t
a

乱
t
h
e
T
i
b
e
t
a
n
T
e
x
t
s

―

（
W

）
w
i
t
h
t
h
e
S
a
r
v
a
j
n
a
C
h
a
p
t
e
r

”
。
f

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

論

集

』

第

十

三

号

（

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

、

昭

和

六

三

二

九

八

八

）
3
1

年

三

月

）

、

一

～

四

二

頁

。

一

心

「

東

洋

古

代

の

生

命

受

容

－

仏

教

思

想

を

中

心

に
I

」

、

冒

本

倫

理

学

会

論

集

』

第

二

四

号

（

日

本

倫

理

学

会

、

平

成

元

二

九

八

九

）

年

十

月

十

日

）

、

一

九

～

三

四

頁

。

㈲

「

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

』

の

世

界

」

、

『

季

刊

仏

教

』

第

十

一

号

〈

浄

土

特

集

〉

（

平

成

二

（

一

九

九

〇

）

年

四

月

）
、

一

一

一

～

コ

ー
二

頁

。

㈲

「

死

後

の

世

界

へ

の

ガ

イ

ド

フ

ッ

タ

ー

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

』

甦

え

る
I

」

、

『

月

刊

サ

ン

サ

ー

ラ

』

（

徳

間

書

店

、

平

成

二

二

九

九

〇

）

年

五

月

）

、

一

二

八

～

二

二

六

頁

。

㈲

「

仏

典

は

ど

の

よ

う

に

つ

く

ら

れ

た

か

」

、

『

仏

教

』

別

世

こ

〈

仏

教

入

門

〉

（

法

蔵

館

、

平

成

二

（

一

九

九

〇

）

年

六

旦

、

互

ニ

～

五

七

頁

。



㈲

「

第

一

回

ラ

モ

ツ

ト

学

会

に

出

席

し

て

」

、

『

東

方

學

』

第

八

‐

輯

（

東

方

学

会

、

平

成

二

二

九

九

〇

）

年

七

月

）

、

一

五

一

～

一

五

六

頁

。
j

雨
"
D
i
s
c
r
e
p
a
n
c
i
e
s
i
n
t
h
e
S
a
n
s
k
r
i
t
a

乱
T
i
b
e
t
a
n
T
e
x
t
s
o
f
B
h
a
v
y
a
'
s
M
a
d
h
y
a
m
a
k
a
-
h
r
d
a
y
a
-
T
a
r
k
a
j
v
a
l
a
:
(
t
h
e
I
X
t
h
a
n
d
t
h
e
X
t
h
C
h
a
p
t
e
r
s
)

ビ
n
t
h
e
P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
o
f
t
h
e
5

”
'
S
e
m
i
n
a
r
o
f
t
h
e
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
o
f
T
i
b
e
t
a
n
S
t
u
d
i
e
s

。
(
N
a
r
i
t
a

。

↑
9
9
1
)

。
p
p
.
1
3
1
-
1
4
3
.

㈲

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

（

バ

ル

ド

ウ

ー

ト

エ

ー

ド

ル

）
』

を

め

ぐ

っ

て

」

、

朝

日

新

聞

社

編

『

曼

荼

羅

ル

ネ

ッ

サ

ン

ス

ー

二

十

一

世

紀

を

開

く

コ

ス

ミ

ッ

ク

パ

ワ

ー

』

（

朝

日

新

聞

社

、

平

成

三

（

一

九

九

二

年

三

月

）
、

一

〇

二

～

三

〇

頁

。

俳

「

仏

典

か

ら

見

た

人

問

と

そ

の

生

き

方
i

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

（

バ

ル

ド

ウ

・

ト

エ

ー

ド

ル

）
』

の

現

代

人

に

と

っ

て

の

意

味

」

－

」

、

鈴

木

博

雄

編

『

人

間

の

生

き

方

の

探

求

－

近

代

か

ら

現

代

ヘ

ー

』

、

（

図

書

文

化

社

、

平

成

三

年

五

月

）
、

一

四

六

～

一

五

二

頁

。

沁

「
I
D
A
M
S
A
R
V
A
M
(

こ

の

一

切

）

を

知

る

も

の
I

ア

ー

ト

マ

ン

を

知

る

も

の

と

の

関

係

－

」

、

『

前

田

専

学

博

十

還

暦

記

念

イ

ン

ド

学

仏

教

学

論

集

〈

我

〉

の

思

想

』

（

春

秋

社

、

平

成
T
(
'

九

九

二

年

ト

月

）
、

五

～

一

六

頁

、
j

國

”
P
r
i
n
c
i
p
l
e
o
f
L
i
f
e
a
c
c
o
r
d
F
g
t
o
B
h
a
v
y
a

”
。
i
n
R
a
m
K
a
r
a
n
S
h
a
r
m
a
e
d
.
:
R
e
s
e
a
r
c
h
e
s
i
n
I
n
d
i
a
n
a
n
d
B
u
d
d
h
i
s
t
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

；
E
s
s
a
y
s
i
n
H
o
n
o
u
r
o
f
P
r
o
f
e
s
s
o
r
A
l
e
x
W

首
m
a
n

（
D
e
l
h
i

。
1
9
9
3
)

。
p
p
.
6
9
-
8
1
.

剛

コ

切

智

の

思

想

研

究

に

つ

い

て
i

人

間

の

知

と

そ

れ

を

超

え

る

も

の
I

」

、

『

学

術

月

報

』
V
o
l
.
4
8

。
N
o
.
l

「

学

問

の

動

向

」

（

日

本

学

術

振

興

会

、

平

成

ヒ

（

一

九

九

五

）

年

一

月

）

、

六

～

一

二

頁

。

馴

「

河

口

慧

海

師

と

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

ヒ

、

［

河

‥
］

慧

海

の

世

界

』

（

河

口

慧

海

五

十

回

忌

講

演

会

、

大

正

大

学

・

豊

島

区

教

育

委

員

会

、

平

成

六

（

一

九

九

四

）

年

十

一

月

三

日

、

平

成
L

（

一

九

九

五

）

年

一
二

月

刊

行

）
、

一

一

〇

～

二

九

頁

。
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皆

「

一

切

智

の

思

想

研

究

に

つ

い

て

〈

報

告

〉

」

、

『

東

方

』

第

十

言

ラ

（

財

団

法

人

東

方

研

究

会

設

立

東

方

学

院

、

平

成

七

二

九

九

五

）

年

十

二

月

）
、

一

八

三

～

一

九

二

頁

。

俳

「

人

間

の

知

と

そ

れ

を

超

え

る

も

の
I

一

切

智

を

迦

し

て

考

え

る
I

」

、
『

豊

山

教

学

大

会

紀

唆

』

第

二

三

‥
ゲ

（

豊

山

教

学

振

脆

ハ
会

、

平

成

七

（

一

九

九

五

）

年

十

二

月

）

、

一

犬

一

四

頁

。

剛

「

チ

ベ

ッ

ト

の

仏

教

と

東

ア

ジ

ア

ー

そ

の

交

渉

関

係

を

近

藤

重

蔵

著

『

喇

雍

考

』

を

通

じ

て

考

え

る

」

、

『

シ

リ

ー

ズ

・

東

ア

ジ

ア

仏

教

』

第

一

巻

「

東

ア

ジ

ア

仏

教

と

は

何

か

」

（

春

秋

社

、

平

成

七

（

一

九

九

五

）

年

四

月

）

、

二

八

九

圭

二

六

頁

。

剛
'
T
h
e
B

乱
d
h
i
s
t
C
o
n
c
e
p
t
o
f
a
n

〇
n
i
n
i
s
c
i
e
n
t
B
e
i
n
g

―
H
i
s
t
o
r
y
o
f
t
h
e
S
a
r
v
a
j
i
i
a
S
t
u
d
y
a
n
d
i
t
s
S
i
g
n
i
f
i
c
a
n
c
e

”
。
［

哲

学

・

思

想

論

集

］

第

二

二

号

（

筑

波

大

学

哲

学

・

思

想

学

系

、

平

成

九

（

一

九

九

ヒ

）

年

三

月

三

一

日

）

一

～

一

八

頁

。

剛

「

一

切

智

か

ら

薩

婆

若

へ

の

展

開

」
、

松

長

有

慶

編

著

一

『

イ

ン

ド

密

教

の

形

成

と

展

開

』

（

法

蔵

館

。

平

成

十

（

一

九

九

八

）

年

し

月

二

一

日

刊

）

所

収

、

八

ヒ

～

一

〇

二

頁

。

剛

「

『

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

』

と

輪

廻

転

生

」

、

大

法

輪

閣

編

集

祁

編

一

『

輪

廻

転

生

－

生

ま

れ

変

わ

り

は

あ

る

か
I

』

（

人

法

輪

閣

、

平

成

十

（

一

九

九

八

）

年

十

一

月

二

日

刊

）

所

収

、

六

ご

丁

七

七

頁

。

剛

「

仏

教

に

お

け

る

心

の

教

育

」

、

尾

田

幸

雄

・

尾

田

綾

子

編

一

『

生

涯

学

習

社

会

に

お

け

る

心

の

教

育

』

（

『

心

の

教

育

実

践

講

座

』

全

十

巻

中

）

第

五

巻

（

日

本

図

書

セ

ン

タ

ー

、

平

成

十

一

二

九

九

九

）

年

九

月

十

五

目

）

、

一

四

八

～

一

五

七

。

か

「

仏

教

に

お

け

る

智

慧

」

、

吉

田

宏

哲

編

一

『

仏

・

智

慧

と

教

え

』

大

正

大

学

才

し

フ

ン

カ

レ

ッ

ジ

夏

期

公

開

講

座

（

緑

陰

講

座

第

四

回

）

（

青

史

出

版

、

平

成

十

二

（

二

〇

〇

〇

）

年

三

月

ご

二

日

）
、

一

一

一

～

一

四

五

頁

。

嶮

「

仏

と

は
I

大

乗

仏

教

の

考

兄

方

－

」

、

『

大

法

輪

』

七

月

号

夭

法

輪

閣

、

平

成

十

二

（

二

〇

〇

〇

）

年

七

月

一

旦

、

七

〇

～

七

三

頁

。
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剛

「

チ

ベ

ッ

ト

研

究

の

状

況

と

可

能

性

」
、
『
東

方

学

』

輦

口
廿

（
東

方

学

会

、

平

成

十

二

（

二

〇
〇

〇

）

年

九

月

三

〇

日
）
、
一
四
六

～
一
六
二
頁

。

ぢ

「
善
巧
方
便
と

智
慧
」
、『
加
藤

純
章

博
士
還
暦
記

念
論
集
・
ア
ビ

ダ
ル

マ
仏

教
と
イ

ン
ド
思
想
』
（
春
秋

社
、
平
成
圭

一
（
二

〇
〇
〇
）

年
十
月
三

〇
日
）
、
一
一
三
し

～
二
五
〇
頁

。

示

「
仏
と
は

」

示

著

）
、
大

法
輪

閣
編
集

部
編

『
仏
教
思

想
を

読
む
I

仏
教

の
基
本
を
知

る
た

め
に
I

』

所
収

（
大
法

輪
閣
、
平

成
十
三

（
二
〇
〇

こ

年
九
月
ト

日
刊

）
、
八

～
一
四
頁

。

即

「
『
チ

ベ
ッ
ト
の
死
者

の
書
』
と

日
本
の
四

十
九
日
法
要

」
、
『
仏
教
講
演
会
記

録
集
』
（
伊
勢

崎
・
佐
波

仏
教
会

、
平

成
十
三

（
二

く

○
○

コ

年
十
二
月

十
五
日
刊

）
、
一

～
三
六
頁

、

示

「
チ

ベ
ッ
ト
大

蔵
経
諸
版
成

立
史
研

究
序
説

（
資
料

翻
訳

篇
）
」
、『
東
洋
大
学
文

学
部
紀
要
』

第
五
四

集
印
度
哲
学
科
篇
二
六

『
東

洋
学

論
叢

』

田
村
晃

祐
教
授
退

任
記
念
号

（
平
成
十
三

（
二

〇
〇

コ

年
三

月
三
〇
日

）
、
七

一
～
九
五
頁
。

剛

「
バ
ル
ド

ウ
（
中
有

）
を

設
定
す

る
意
味
－

『
チ

ベ
ッ
ト

の
死
者
の
書
』
を

通
し
て
考
え

る
I

」
、『
平
和
と
宗
教
』
〈
人
は
な

ぜ
、

何
の
た

め
に
生
ま

れ
て
く

る
の
か
？

〉
第
二
十

す
所
収
（
財

団
法
人
庭

野
平

和
財
団
平

和
研
究
レ

ポ
ー
ト
、
平

成
上

二（
二

〇
〇

コ

年
十
二
月

十
日
刊

）
、
二
〇

圭

二
五
頁

。

㈲

「
『
般
若
心

経
』
以
前

・
以
後

」
、
『
平
成
t
一
一
年

度

真
言
宗

教
学
人
会

・
第
三
六

回
高
野

山
安
居
会

講
義
録
』

所
収

（
高

野
山
真

言
宗
教
学

部
、
平
成

十
四

（
二

〇
〇
二

）
年

二
月
二
二

目
刊

）
、
二
四
三

～
三
二

八
頁

。

㈲

「
チ

ベ
ッ
ト
語
訳

仏
典
成
立
過

程

の
考
察

―

『
中

観
心
論
』

第
九
章

・
第

十
章
梵
本

・
蔵
訳
テ

キ
ス
ト
対
照
研
究
－

」
、
『
東
洋

學
論
叢
』
－

清

水
乞
教
授

退
任
記

念
号
1

（
東

洋
大
学
文

学
部
研

究
紀
要

、
印
度

哲
学
科
篇

）
第
五
六
号

（
平

成
十
五

（
二

○
○
三
）
年
三

月
三

〇
日
刊
行

）
、

ご
二

～
四
二
頁

。
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㈲

フ
バ
ヅ
イ
ヤ
の
自
然

観
」
、
『
日

本
仏
教
学
会
年

報

〈
仏
教
と
自

然
〉
』

第
六
八
号
所

収
、

百

本

仏
教
学
会
、
平
成
十
五

（
二
〇
〇

三

）
年
九
月
）
、
一
五

～
三
〇
頁

。

㈲

「
チ

ベ
ッ
ト

仏
教
」
、
「
チ

ベ
ッ
ト
訳

大
蔵
経
」
、
「
チ

ベ
ッ
ト

語
」
、
『
イ
ン

ド
哲
学

・
仏
教
学

へ
の
誘

い
』
（
菅
沼

晃
博
士

古
稀
記

念
論
文
集
刊
行

会

【
伊

吹
敦
、
川
崎
信
定

、
竹
村
牧

男
、
沼
田

一
郎

、
橋
本
泰
元

、
森
章
司

、
渡
辺

章
悟
】

編
、
大
東
出

版
社
、

平

成
十
七

（
二

〇
〇
五

）
年

三
月

十
日
刊
）
、
一
八
二

～
一
九
〇

、
二
八
六

～
二
九
二

、
三

一
一
～
三
一
七
頁

。

㈲

「
比

較
思
想

－

は
じ

め
て

の
人
の
た

め

の
中
村

学
入
門

―

」
、
『
（
回

回

回

道

の
手

帖
）
中
廿

九
・
仏

教
の
教
え

人
生

の

知
恵
』
（
河
出
書

房
新
社
、
平

成
十
七

（
二

〇
〇
五

）
年

九
月
三

〇
日
刊

）
、
八
六

～
九
一
頁

。

惣

「
ほ
と

け
の
知
恵
と
力

と
、
そ
し

て

・
・
・
（
東

洋
大
学
を

去

る
に
あ
た
っ
て

、
最

終
講
義

）
」
、
『
東

洋
学
論
叢
』
第
三

十
号

（
東

ぐ

洋
大
学
文
学

部
紀
要
イ

ン
ド
哲
学
科

篇
）
平
成

十
八

（
二

〇
〇
六
）
年
三

月

ご
二

日
）
、
二
三
～
四

六
頁

。

翻

訳

巾
R
.
H
.
B
a
s
t
e
r
t
:

［

ア

メ

リ

カ

史

学

に

お

け

る

新

傾

向

と

読

者

］
、『
ア

メ

リ

カ

ー

ナ
』
第

三

巻

第

七

号
（
口
凹
ｙ

昭

和

三

二
（

一

九

五

七

）

年

七

月

）
、

八

二

～

九

四

頁

。

②

ア

ン

ネ

マ
リ

エ

ー
フ

ォ

ン

ー
ガ

ペ
イ

ン

ー
「
于

開

か

ら

雲

尚

に

至

る

間

の

仏

教

美

術

に

見

ら

れ

る

ヘ

レ

平
ズ

ム

的

諸

要

素

」
、
『
財

団

法

人

東

洋
文

庫

年

報

』

昭

和

三

八

年

度

（
昭

和

三

八

（

一

九

六

四

）

年

十
二

月

）
、

四

二

～

六

二

頁

。
S
T
.
V
.
W
y
l
i
e
:

「
チ

ベ

ッ

ト

史

」
、
『

ブ
リ

タ

ニ

カ

国

際

大

百

科

事

典

』

第

十

二

巻

、
（

昭
和

四

九

（

一

九

七

四

）

年

四

月

）
、

七
七

八

～

七

八

九
頁

。

副

巾‐

回

す

「
イ

ン

ド

思

想

に

お

け

る

人

問

観

」
、
S

・
ラ

ダ

ク

リ

シ

ユ

ナ

ン
・
T

ニ
フ
ジ

ユ

編

著

、

勝

部

真

長
・
廣

瀬

京

一

郎

編
訳

一

－-|<-!



『
世
界

の
人

間
論

二

』
八
大
思

想
に
み

る
人
間
』
、
（
学
陽
書
房

、
昭
和
五
三

二

九
七
八

）
年
六
月
）
、
一
四
一
～
二
四
二
頁

。

書

評

巾

「

レ

ッ

シ

ン

グ

ー

ウ

ェ

イ

マ

ン

（

ケ

エ

ト

プ

ジ

ェ

・

仏

教

タ

ン

ト

ラ

概

説

》
）

、

『

東

洋

学

報

』

第

五

四

巻

第

三

号

（

東

洋

学

術

協

会

、

昭

和

四

六

（

一

九

七

ニ

年

十

二

月

）

、

。一

二

四

～

コ

ー
七

頁

。

個
Y
o
s
h
i
t
o
H
a
k
e
d
a
:
K
u
k
a
i

。
E
a
s
t
e
r
n
B
u
d
d
h
i
s
t

。
N
e
w
S
e
r
i
e
s
V
o
l
.
V
I
I

。
N
o
.
2

。
（

〇
c
t
o
b
e
r
1
9
7
4

）
。
p
p
.
1
2
9
-
1
3
2
.

③
M
a
d
e
l
e
i
n
e
B
i
a
r
d
e
a
u
:
T
h
e
o
r
i
e
d
e
l
a
C
o
n
n
a
i
s
s
a
n
c
e
e
t
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
d
e
l
a
P
a
r
o
l
e
d
a
n
s
l
e
B
r
a
h
m
a
n
i
s
m
e
C
l
a
s
s
i
q
u
e

。
T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
o
f
I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l
S
t
u
d
i
e
s

。
N

巳
(
I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l
R
e
s
e
a
r
c
h
I
n
s
t
i
t
u
t
e

。

関

西

外

国

語

大

学

、
昭

和

四

九

（

一

九

七

四

）

年

三

月

）

四

三

～

四

六

頁

。

ば
A
l
e
x
w
a
y

ヨ

回
:
T
h
e
B
u
d
d
h
i
s
t
T
a
n
t
r
a

；
L
i
g
h
t
o
n
I
n
d
o
-
T
i
b
e
t
a
n
E
s
o
t
e
r
i
s
m

（

冨

回

）

‘

『

印

度

学

仏

教

学

研

究

』

第

二

三

巻

第

二

号

（

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

、

昭

和

五

〇

（

一

九

七

五

）

年

三

月

）

九

五

六

～

九

五

九

頁

。

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

ー
パ
ネ
リ
ス

ト

巾

フ
ン
ン

ポ
ジ
ウ

ム
・
光
明

と
は
何

か
I

田－
想
と
実

践
の
接
点

を
求

め
て
I

」
、
『
豊
山
教
学

大
会
紀
要
』

第
ヒ

号

（
豊
山
教
学

振

興
会

、
昭
和
五
四

（
一
九

七
九
）
年

十
月
）
、
一
〇

〇
～

二

五

頁
。

②

「
チ

ベ
ッ
ト

仏
教
に
み

る
終
末

観
」
、
日

本
学
術
会

議
第
三

回
哲
学
系

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

『
終
末

観
』
（
平

成
五
（
一
九
九
三

）
年
十

月
二
六
日

）
提
題

者
発
言

。

③

「
臨
死

体
験
と

『
チ

ベ
ッ
ト

の
死

者

の
書
』
」
、
『
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム
・
臨
死

体

験
』
（
人

体
科

学
会

第
四
回
大
会

、
筑
波
大

学
、
平
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成
六
（
一
九
九
四
）
年
十
一
月
二
七
日
）
捉
題
者
発
言
担
当

④

「
学
問
の
思
い
出
－

中
村
元
匯
士
を
囲
ん
で
I

」
、
『
東
方
學
』
第
九
〇
輯
（
東
方
學
會
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
七
月

三
一
日
）
、
一
六
八
～
一
九
八
頁
。

辞

典

項

目

執

筆

巾

「

チ

ベ

ッ
ト

の

仏

教

」
、
小

野

泰

博

他

編

『
日

本

宗

教

事

典

』
（
弘

文

堂

、
昭

和

六

〇

（
一

九

八
五

）
年

二

月

）
、
二

二

八

～

二

三

三

頁

。

②

「

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

の
手

引

き

〈
付

〉
原

語

表

記

に

つ

い
て

」
中

村

元

編

『
岩

波

仏

教

辞

典

』
（
岩

波

書

店

、
平

成

元
（
一

九

八

九

）

年

十

二

月

）
、

八

八

〇

～

八

八

三

頁

。

③

「

種

子

」
、
（
辞

典

項

目

執

筆

）
『
日

本

仏

教

史

辞

典

』
（
吉

川

弘

文

館

、
平

成

十

一

二

九

九

九

）

年

十

一
月

刊

）
。

圖

「

快

楽

と

禁

欲

」
、
「

生

と

死

［
仏

教

］
」
、
「

楽

」
、

中

村

元

監

修

、

峰

島

旭

雄

責

任

編

集

一

『
比

較

思

想

事

典

』
（
東

京

書

籍

、
平

成

十

二

（
二

〇

〇

〇

）

年

八

月

二

五

目

）
、

六

八

～

じ

○

頁

。
一
～

三

～

。こ
一
四

頁

。

五

三

八

～

五

三

九

頁

。

㈲

「

唯

識

」
、
「
サ

ン

ガ
」
、
「

上

座

部

仏

教
」
、
「
大

乗

仏

教

」
、
「

大

蔵

経

」
、
「

パ

ー

リ

語

」
、
「

仏

教

」
、
「
密

教
」
、
「

結

集

」
、
「

ジ

ャ

ー

タ

カ
」
、
「

ブ

ッ

ダ

」
、
「
千

仏

洞

」
、
『
世

界

史

小

辞

典

』
（
改

訂

新

版

）

所

収

、
（
山

川

出

版

社

、

平

成

十

六

（
二

〇

〇
四

）

年

一

月

二

一
日

）
、

一

〇

六

三

頁

。

㈲

「

仏

教

」

］
「
死

生

観

」
、

改

訂

新

版

『
生

命

倫

理

事

典

』
（
太

陽

出

版

、
平

成

十

八

（
二

〇

〇

六

）

年

三

月

刊

行

予

定

）

所

収

。
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そ
の
他

出

「
自
分

の
巾

の
餓
鬼
」
、
『
名
古

屋
成
田

山

〈
教
苑
〉
』
第
二

七
八
号

（
成
田

山
名

古
屋

別
院
、
昭

和
五
二

二

九
七
七

）
年
六
月

二
五

日
）
、
一
頁

。

②

「
仏
教

と
恩

の
思
想
」
、
『
浅
草

寺
仏

教
文
化

講
座
』

第
二
四

集

（
浅

草
寺

教
化

部
、
昭
和
五

五

（
一
九
八
〇
）
年

度
）
、
二
〇
三

～
二
I

五
百

。

㈲

「
死

ん

だ
ら

ど
こ

へ
行

く

か
i

『
チ

ベ
ッ

ト

の
死

者

の
書
』

に

つ

い
て
I

」
、
『
柴
又

』

第
八
四

号

（
帝
釈
天

題

経
寺

、
昭
和

六
三

二

九
八

八
）
年
四
月

）
、
一
八
～
二
六

頁
。

㈲

「
菩
薩

の
ね
が

い
」
、
『
長
谷
春
秋
』

第
三
号

（
総
本
山
長

谷
寺
、
昭

和
六
三

二

九
八
八
）
年

八
月
）
、
一
七
二
～
一
九

三
頁
。

㈲

〈
布
教
〉
「
《
釈
尊

の
教
え

第
一
回
》
マ
ー
ル

ン
ク
ヤ

プ
ッ
タ
ー

あ

の
世
に

つ
い
て
お
釈

迦
さ
ま
に
質
問
し
た

青
年

」
、『
護

国
寺
』

第
四
三

号

（
護
国

寺
、
平
成

二

二

九

九
〇
）
年

七
月
）
、
二
～

五
頁

。

㈲

〈
布

教

〉
「（

釈

尊

の

教
え

第
二

回

）
心

の

と

も
し

び
を
点

じ

て

く

れ
た

仏

」
、
『
護
国

寺

』

第
四

四
号

（
護

国
寺

、
平

成
三

二

九
九

二

年

一
月

）
、
二

～
五
頁

。

⑦

〈
布
教

〉
「
（

釈
尊

の
教
え

第
三

回
ｙ

な

ぜ
法

事
を

す

る
の
か
？

キ
サ

ー
ゴ

ー
タ
ミ

ー
）
、
『
護
国

寺
』
第
四
五

号

（
護

国
寺
、

平
成
三

二

九
九

二

年
七
月

）
、
二
～
五
頁

。

㈲

〈
布
教
〉
「
（

釈
尊

の
教
え

第
四
回

）

ブ
ッ
ダ
と
超

能
力
－

ス
ナ

ク
シ

ヤ
ト

ラ
ー

お

シ
ヤ
カ
さ
ま

に
超
能
力
の
示

現
を
せ

が

ん
だ

弟
子
－

」
、
『
護

国
寺
』
第
四

六
号

（
護

国
寺

、
平
成
四

（
一
九
九
二

）
年
一
月

）
、
二

～
六
頁

。

㈲

〈
布
教

〉
「
（

釈
尊

の

教
え

第
五
回

）
自
分

の
中

の

餓
鬼
I

ア
ン

グ
リ

マ
ー
ラ

千
本

の
指
で

首
飾
り

を
作

ろ
う

と
し

た
青
年

－

」
、
『
護
国

寺
』

第
四
ヒ

号

（
護
田

寺
、
平

成
四

（
一
九
九
二

）
年
ヒ

月

）
、
二

～
六
百

。
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㈲

〈
布
教
〉
「
（

釈
尊

の
教
え

第

六
回
）

お
経

は
何
故

わ
か
り

に
く

い
の
か
？
－

き

れ

い
な

言
葉

に
お
経
を

直
そ
う
と
し

て
叱

ら

れ
た
ヤ

メ
ー
ル
と

テ
ー
ク
ラ
兄
弟
－

」
、
『
護
国

寺
』
第
四

八
号

（
護
国

寺
、
平

成
五

（
一

九
九
三

年

一
旦

、
一
丁

五
頁

。

㈲

〈
布
教
〉
「（

仮
》

と

い
う
大

切
な
立
場
）
、
『
孝
道

新
聞
』
（
宗
教
法
人

孝
道

教
団
、
平

成
五

二

九
九
三
）
年
一
月
）
、
一
頁

。

㈲

〈
布
教

〉
［（

釈

尊
の

教
え

第

七

回
ｙ

モ

ッ

ガ
ラ
ー

ナ
ー

お

盆
に

な

ぜ
お
先
祖

さ
ま

を
お
祀

り
す

る

の
か
？

、
『
護

国
寺
』

第

四
九
号

（
護
国
寺

、
平

成
五

（
一
九
九
三

）
年

七
月

）
、
二
～

五
頁

。

㈲

〈
随
想
〉

只

言
葉

と
人
）
塩
を

撒
か
れ
亘

、
『
国
語

通
信
』
第

六
号

（
筑

摩
書

房
、
平
成
五

（
一
九
九
三
）
年
上

百

二
五
旦

巻
頭
言

。

㈲

〈
布
教
〉
「
（

釈
尊

の
教
え

第

八
回
）
マ
イ

ト
ラ

カ
ニ
ヤ
カ
ー

母

親
を
足
蹴

に
し
た
青
年
－

、『
護
国

寺
』
第
五
一
号
（
護
国
寺

、

平
成
六

（
一
九
九
四

）
年
一
月

）
、
二

～
五
頁

。

㈲

〈
追
悼
〉
「
辻
村

誠
三

教
授
の

急
逝
を
悼
む
」
、
『
筑
波
大

学
新
聞
』

第
一
四

八
号

（
平

成
六

（
一
九

九
四
）
年
四
月
八
日

、
三
頁
。

㈲

〈
布

教
〉
「
（

釈

尊
の

教
え

第
九

回
）

ア
ジ

ャ
ー

タ
シ

ヤ
ト
ル
ー

お
釈

迦
様
に

象
を

け
し

か
け

た
王

様
－

」
、
『
護

国
寺
』

第

五

言
万
、
（
護

国
寺
、
平

成
六

（
一
九

九
四
）
年

七
月
）
、
一
丁

五
頁
。

㈲

〈
布
教
〉

「（

釈

尊
の
教
え

第
十
回
）

ヒ

マ
上

フ
ヤ
山
中

で
教
え

を
求

め
て
I

自
分

の
身
体
を

犠
牲
に
し
た
青
年
－

」
、
『
護
国

寺
』

第
五
二
号

（
護
国
寺
、
平

成
ヒ

（
一

九
九
五

）
年

一
月
）
、
二
～

五
頁

。

㈲

《
学
界

報
告
レ

ジ
ュ

メ
〉
「
チ

ベ
ッ
ト
学
の
現
況

に

つ
い
て
」
、
『
東
方
学
』
（
東
方

学
会

、
平

成
十

（
一
九
九
八
）
年

十
一
月
三
〇

旦

、

コ

ー頁

。

㈲

「
文
学

部
・
人
文

学
部
で
人

間
を

考
え

る
」
（
イ
ン

タ

ヴ
ィ
ユ

リ
記

事
）
、
『
私
大

蛍
雪
』

第
四
二
号

、

平

成
十
一

二

九
九
九

）

年
四
月

）
、

六
～
七
頁

。
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俳

《
追

悼
〉
「
恩

師
中
村
元

先
生
」
、
『
東
方

学
』

第
九
九

号
、
（
東
方

学
会
、

平
成

士

言

言
O
O

）
年

一
月

三

百

）
、
二
〇
〇

～
二

〇
四
頁

。

ぼ

「
弔

辞

（
門

弟

代
表

）
」
、
『
東

方
』

第
十

五

号

（
中
廿

元
博

士

追
悼

号

）
、
（
東

方
研

究

会
、
平

成

十
二

（
二
〇

〇
〇

）
年

九
月

にに
八
日
）
、
一
一
六
～
一

一
八
頁

。

七

「
東

洋
大

学
東

洋

学
研

究
所
1

「
東

洋
」

の

名
を

冠
し

た
研

究

所
－

」
、
《
紹

介

・
東

洋
大

学
附
置

研

究
所

（
二

）
〉
、
『
T
O
Y
O
U
N
I
V
E
R
S
I
T
Y
(

束

洋
大
学
校
友
会

報
）
』

二
〇
六

号

（
平
成
十
三

（
二

〇
〇

コ

年

二
月
一

目
）
、
一
三
頁
。

川一

「
『
チ

ベ
ッ
ト

の
死

者
の
書
』

か
ら
の

メ
ッ
セ
ー

ジ
」
、
（
東
洋
大

学
東
洋
学

研
究
所
事

業
報
告

）
『
東

洋
学
研
究
』
第
三
八

号
、（
東

ぐ

洋
大

学
東
洋

学
研

究
所
、
平

成
十
三

（
二

〇
〇

コ

年
三
月
三

十
日
）
、

二

一
九
～

。
四

〇
打
。

卸

「
イ

ン
ド
哲

学
・
仏

教
学

・
チ

ベ
ッ
ト

密

教
」
、
『
私
大
蛍

雪
』
第
六
二

号

、
（
平

成
十
三

こ
I
〇
〇

二

年
四
月

十
七
日

、
旺
文

社

）
、

コ

ー
～
一
三
頁

。

訟

「
到
れ

る
も
の
よ

到
り

着
き
た

る
も
の
よ

さ
と
り
よ

（
真
理

の
こ

と

ば
）
」
、
『
留

口
2

第
四
二

号

（
二
〇

〇
一

年
春
季
号

）
、

ぐ

（
東
洋
大
学
井

上
円
丁
記

念
学
術
セ

ン
タ
ー

、
平

成
十
三

（
二

〇
〇

コ

年
四
月
一
。ト
目

）
、

。
八
～
一
九
頁

。

俳

「
哲
学
と

は
難
し

い
学
問

で
は

な
く
、
モ

ノ

の
見

方
や

人
の
生
き

方
を

考
え

る
学
問

」
、
『
二

〇

〇
二

栄
冠

め

ざ
し
て
昭

向
の
ジ
r

人
文
科

学
系
学
部

特
集
号
』
（
河
合

塾
全
岡
進

学
情
報
セ

ン
タ
ー
、
平

成
ト
四

（
二
〇
〇
二

）
年
二
月

十
四

日
刊
）
七
五
頁

。

づ

「
東
洋
学
研

究
所
の
将
来

に
関
わ

る
本
年

度

の
経
過
に

つ
い
て
」
、
『
東

洋
学
研

究
』
第
三

九
号

（
東

洋
大
学
東
洋
学
研

究
所
、
平

成
ヤ
四

（
二
〇
〇
二

）
年
三
月
三

一
口
刊

）
、

一
～
五
頁
。

ぼ

「
東

洋
大
学
図

書
館
で
河

口
慧
海
師

と
出

浄

っ
」
、
『
コ

ス
モ

ス
』
（
東
洋
大

学
図
書
館
公

報
誌

～
・゚
↑
ち

平

成
十
八

（
二
〇

〇
六
）

年
四
月

）
、
六

～
ヒ

頁
。
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研

究
室
報
告

①

本

年

皮

を

も

っ

て

川

峙

哲

定

款

授

か

停

年

退

職

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

、

一
月

ト

九
日

に

「
最

終
講

義

」

と

「

囲

む

会

」

を

開

催

し

た

。

満

場

の

ス

カ

イ

ホ

ー
ル

で

の
講

義

は

、
本

け

の

巻

頭

に

掲

技

さ

れ

て

い
る

、

「

囲

む

会

」

に
も

先

生

の

受

更

生

、

本

学

並

び

に

他

人

学

の
先

生

方

を

け

じ

め
と

す

る

、
多

く

の
有

縁

の

方

々

の

ご

参

加

を

得

る

こ

と

が
で

き

た

。

②

本
年

度

よ
り

自

山

一
貫

教

育

が

ス

タ

ー

ト
し

、

文

学

部

の

教

育

・

研

究

は
す

べ

て
新

築

の
六

号

館

で

実

施

さ

れ

て

い

る

。

四

階

に

あ

る

学

科

の
共

同

研

究
室

に

は

、

学
生

の
自

習

ス

ペ

ー

ス

が

広

く

確

保

さ

れ

て

お

り

、
教

育

・
研

究

の
両

面

で

の

便

宜

は

極

め

て
人

き

い

。

こ

本

年

度

の

新

入

生

歓

迎

行
1

と

し

て

、
「

日

帰

り

研

修

旅

行

」

を

行

っ

た
。
臨

済

宗

円

覚

寺

派

本

山

で

あ

る

鎌

倉

円

覚

寺

の

御

協

力

を

得

て

、

禅

堂

に

お

い
て

坐
禅

を

実

修

し

、
管

長

況

ト

か

ら

法

話

を

頂

く

と

い

う

機

会

を

持

つ
こ

と

が
で

き

た

。

新

入

生

に

は
大

い

に
好

評

を

博

し

、

学

生

相

。ぞ
あ

る

い
は

教

員

と

の
交

流

を
深

め

る
こ

と

が

で

き

た

と
I
．一ロ
え

る

だ

ろ
う

。
円

覚

寺

な

ら

び

に
関

係
各

位

に

は

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

④

本

年

度

も

大

学

院

の

研

究

発

表

会

を

前

期

（
六

月
二

九

目

）

と

後

期

（
ト

二

月

ト

五

目
）

に

開

催

し

た

。

⑤

本

年

度

の
テ

ィ

ー
テ

ン

ダ

ー
ア

シ

ス

タ

ン
ト

は

、

昨

年

皮

よ

り

継

続

の

大

学

院

後

期

課

程

の

片

野

尚

紀

君

の
他

、
同

じ

く
後

期

課

程

の

満

達

君

、
林
香
奈

さ
ん
を
加

え
た
三
人

が
批
当
し
た
。

⑥

本
年
度
の
卒
業
論
文
・
制
作
の
提
出
者
は
、
1

部
が
二
十
五
名
、
H

祁
が
ヤ
ヒ
わ

で
あ
り

、
人
学

院
の
修
士
論
文
提
出
肴
は
六
配
‥で
あ
っ
た
。

本
年

皮
の
似
秀
論
文

に
対
す
る
褒
賞
は
以
ド
の
通
り
で
あ
る
。
田
村
芳

朗

奨
学
基
金

賞
受
賞
者
－

プ
ラ
チ

ャ
ッ
ポ
ン
（
1

部
）
、
杉
山
沙
代

子

（
H

部
）
、
戸
次

顕
彰

（
人
学

院
）
、
勧
学
奨
学
基
金
受
賞

者
i

甘
利
恭
7

（
1

郎
）
、
和
田

睦
美

で
‥乙部
）
、
学
友
会
学
生
研

究
奨
励

基
金
受

賞

者
－

益
子
芙
咲

（
1

部
）
、
仙

仁
晶

（
H

部
）
、
優
井
宣
明

（
人
学
院
）
。
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平
成
十
七
年
度
業
績
（
平

成
十

七
年

一
月
～
十
二
月
）

川
崎
信
定

《
著
訳
書
（
共

著
）
》

『
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
へ
の
誘

い
』
（
菅
沼
晃
博
士
古
稀

記
念
論
文
集

刊
行
会
〔
伊

吹
敦
、
川
崎
信
定
、
竹
村
牧
男

、
沼
田

。
郎
、
橋

本
泰
元

、

森
章
司
、
渡
辺
章
慎
〕
編

、
大
東
出
版

社
、
一
一
〇
〇
五
年
三
月
ト
日
刊

）

総
頁
三
二

七
頁
。

《
論

文
》

巾
「
チ

ベ
ッ
ト

仏
教
」
、
『
イ
ン

ド
哲
学

・
仏

教
学
へ
の
誘

い
』
（
菅
沼

晃
博
士
古
稀
記

念
論
文
集
刊
行
会

〔
伊
吹
敦

、
川
崎
信
定

、
竹

村
牧

舅
、
沼

川
一
郎
、
橋
本
泰
元
、
森
章
・司
、
渡
辺
章
悟
二

編
、
大
束
出

版
社
、
二

〇
〇

五
年
三
月
十
日
川

）
一
八
二
～
一
九
〇
頁
。

②
「
チ
ベ
ッ
ト
訳
大

蔵
経
」
、
『
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学

へ
の
誘

い
』
（
菅

沼
晃
博
十
占
稀
記

念
論
文
集
刊
行
会

〔
伊
吹
敦
、
川
崎
信
定

、
竹
村

牧
男
、
沼

田
一
郎
、
橋
本
泰
元

、
森
章
司
、
渡
辺
な
悟
〕
帽

、
人
東

出
版
社
、
一
一
〇
〇

五
年
三
月
十
日

刊
）
、
二
八
六
～
二
九
二
頁
。

浙
「
千

ペ
ッ
ト
語

」
、
『
イ
ン
ド
哲

学
・
仏
教

学
へ
の
誘

い
』
（
菅
沼
晃

博
士
古

稀
記
念

論
文

集
刊
行

会

〔
伊

吹
敦

、
川
崎
信

定
、
竹

村
牧

男
、
沼
m
…
一
郎

、
橋
本
泰
元
、
森
章
司
、
渡
辺
章
悟
〕
編
、
大
東
出

版
社
、
二
〇
〇
五
年
三
月
十
日
刊

）で

二

。
一
～
三

一
七
頁
。

印
「
比

較
思

想
－

は

じ

め

て

の

人

の

た

め

の

中

村

学
入

門
i

」
、

(
K
A
W
A
D
E
道

の

于

帖

）
『
巾

村

元

・

仏
教

の
教

え

人

生

の

知

恵

』

（
河

出

方

房

新

社

、

二

〇

〇

五

年

九

月

ミ

ト
‐

刊

）

八

六
～

九

一
頁

。

《
学

会

活

動

》

所

属

学

会

な

ら

び

に

役

職

‐

本

宗

教

学

会

理

事

。
y日

本

丙

蔵

学
会

委

員
ノ

仏

教

思

想

学

会

理

事

比

較

思

想

学

会

評

議

員

ｙ
日

本

印

度

学

仏

教
学

会

評

議

貝

ノ
束

方

学

会

評

議

貝

《
調

査

活

動

》

日

本

私

立

学

校

振

興

・
共

済

事

業

団

平

成

十

六

年

度

学

術

研

究

振

興

資

金

に

係

る

研

究

分

担

者

一

「

日

本

に

お

け

る
死

へ

の

準

備

教

育
－

死

の

実

存

的

把

握

を

め

ざ

し

て
I

」
（
研

究

代

表

者

高

城

功

夫

一

分

担

者

課

題

一

「
仏

教

に

み

る
死

生

観

」

《
教

育
活

助

》

学
内

担

当

科

目

学

部

「

宗

教

学

概

論

」
（
白

山

、
1

部

・
2

部
乗

り

入

れ

）

「

仏

教

思

想

論

」
（
白

山

、
1

部

・
2

部
乗

り

入

れ

）

「

千

ペ

ッ

ト

文

献

誰

読

」
（
白

山

、
1

部
・
2

部

乗

り

入

れ

）

「

イ

ン

ド

哲

学

・
仏

教

学

演

習

」
（
自

山

、
1

部

・
2

部

乗

り
入

れ

）

「

チ

ベ

ッ

ト

の

死

者

の

書

か

ら

現

代

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

」

（
「

仏

教
と

社

会

」

オ

ム

ニ

バ
ス

担
当

）

キ

ャ

ン

パ

ス

共

通

オ

ム

ニ

バ

ス
講

義

一

「

学

問

の
薦

め

」

（

。『
○

○

五

年

ト

。
‥
月

一

目

』
担

当

一

ア

に
き

を

尋

ね

て

、
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新
し

さ
を
拓
く
I

円
了
先
生

の
東

洋
学
－

」

大
学
院

「
仏
教
学
演
習
」
・
「
仏
教
学
研

究
指
導
」
n
m
川
）

「
仏
教
学
特
殊
研

究
1
」
A

仏
教
学
研

究
指
導
」
（
後
川
）

学
外

担
当

科
目「
チ

ベ
ッ
ト
語

仏
典
講

読
」
束

方
学
院
、
財
団
法

人
束

方

研
究
会

「
M
D

仏
教

学
特

論

Λ
（
仏
教

哲
学
）
二

切

智
の
研

究

）」

人

止
大

学
大

学
院

《
社
会
活
動

》

団

体
役
員
等

財
団
法
人

仏
教

学
術

振
興
会
評

議
員
y

財
団
法
人
東
方
研
究
会
理
事

財
団
法
人

仏
教
交

流
セ
ン

タ
ー
評

議
員

束
京
人
学
仏
教
青
年
会

評
議
員

／
真
言

宗
豊
山
派
教

学
審
議
会
委
1
4

束
洋
学
報
（
東
洋
文

庫
）
編
集
委
貝

財
団
法
人
東

洋
文
庫
兼
任
研

究
員

学
術
講
演

上

般
講
演

講
座
等
I

「
。釈
尊
の
お
し
え
」
、
阿
佐
ヶ
谷
世
尊

院
涅
槃
会

講
演
会

、

一
〇
〇
五
年
三
月
ト
五
目
。
上
催

真
言
宗
豊
山
派
吐
啓

院
。

ぶ
「
『
チ

ベ
ッ
ト

の
死
行

の
書
』

と
‐

本
の
四
十

九
‐

中
陰
回

向
」
、

（
二
〇
〇
五
年
ト
月
八
目

）
、
東
洋
大

学
東
洋
学
研

究
所
研

究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
公
開
講
座
講
演
（
学
術
研
究

振
興
資

金
助
成
研

究

‥「
日

本

に
お
け

る
死
へ

の
準

備
教
育
丿

死
の
実

存
的
把

握
を
め

ざ
し

て
I

」
代

大
計
高
城
功
夫
研
究
員
）

㈲
「
‐

本
仏
教
近
代
化
と
学
机
井
ト
円
r

先

生
の
東

洋
図
1

前
術
想

－

挫
折
と
そ
の
超
克
－

」
、
第
十
回

仏
教
系
大
学
図
古
館
協
会
研

修
会
講
演
（
平
成
十
じ
年

十
一

月
ト
目
）
東
洋
大
学
付
属
図
書
館

主
催
。

大
学
・
学
部
の
管
理
・

迷
営

束
洋

学
研
究

所
員
ノ

学
術

研
究

セ
ン

タ
ー
研

究
助
成

審
議
会

委
員

（
平
成
十
四

年
四
月
一

目
よ
り

）
／
言
井
上
円
丁
記
念

学
術
研
究
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
（
平
成
ト
四
年
四
月

。‐

よ
り
）

森

章
司

《
論

文

》

「
死
後
・
輪

廻
は
あ

る
か
I
「
無
記
≒
十

二
縁
起
≒

無
我
」
の
再
考
－

」

（
単
著

『
束

洋
学
論
叢
』

第
三
ト

ーけ

、
束
洋
大
学
文
学
部

、
平

成
ト
ヒ

年
三
月

、

．
～
二
三
頁
）

「
初
期
仏
教
」
「
パ
ー
リ
大

蔵
経
」
（
『
イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
へ

の
誘

い
』

大

束
出

版
社
、
平

成
十
七
年
三
月
、

一
〇
六
～
一
一
七
頁
、
二
八
ご
丁

～
八
五
頁

）

「
ぞ一
弥
呑
と
甘
啓
（
い
O
E旦

の
生
涯
と

比
丘
尼

の
制
に
つ

い
て
）
（
本
洋

綱

人
と
共

者

『
原

始

仏
教
叩

典
資
料

に
よ

る
釈

帷
伝

の
研
究

（
十

）』

中
央
学
術
研
究
所

、
平

成
ト
七
年
四
月
、
一
～
ヒ

○
頁
）

「
僧
団

の
生
活
と
成
9

」
（
単
著

『
大
法
輪
』
七
十
二
巻
四

号
、
大
法
輪

閣

、
平
成
十
七
年
四
月

、
九
〇
～
九
五
百

「
仏
教
教
団
は

ど
の
よ
う
に
形

成
さ
れ
た
か
」
（
単
著

『
心

（
日

曜
講
演

集
）
』
第

―
川
‥
集

、
武
蔵
野
人
学

、
ず
成
士
じ
年

門
川
、
L
瓦
～
八
九
回

）
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「

阿

難

伝

・
試

稿

」

（

単

著

『

森

ゼ

ミ

紀

要

原

始

仏

教

研

究

』

第

十

三

号

、

東

洋

大

学

文

学

部

イ

ン

ド

哲

学

科

森

ゼ

ミ

平

成

十

七

年

四

月

、

三

三

～

四

八

頁

）
S
h
a
k
y
a
m
u
n
i
'
s
A
i
m

。
a
s
R
e
v
e
a
l
e
d
b
y
E
a
r
l
y
B
u
d
d
h
i
s
t
S
c
r
i
p
t
u
r
e
s

（

単

著
D
h
a

コ
T
i
a
W
o
r
l
d
.
3
2

。
K
o
s
e
i
P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
c
o
.
S
e
p
t

／
o
c
t
.
2
呂
5

。

召

’
9
-
1
6
)

「

仏

教

の

信

仰

と

実

践

」

（

単

著

『

大

法

輪

』

七

二

巻

十

一

号

、

大

法

輪

閣

、

平

成

十

七

年

ト

ー

月

、

八

八

～

九

三

頁

）

「

仏

教

に

お

け

る

生

と

死

の

意

味

－

初

期

仏

教

を

中

心

に

」

（

単

著

『

真

理

と

創

造

』

第

四

十

五

号

、

中

央

学

術

研

究

所

、

平

成
j
l

七

年

ト

。

月

、

七

六

～

八

互

頁

《

学

会

活

動

》

所

属

学

会

な

ら

び

に

役

職

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

理
I

地

域

丈

化

学

会

川

丿

‐

本

仏

教

学

会
y

日

本

宗

教

学

会

仏

教

思

想

学

会

《

教

育

活

動

》

学

内

担

当

科

目

学

部

仏

敦

学

概

論

（
1

部

’
H

部

）

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

演

習

（
1

部
H

部

乗

り

入

れ

）

ア

ビ

ダ

ル

マ

哲

学

（
H

部

）

大

学

院

初

期

仏

教

研

究
I

・

仏

教

学

研

究

指

導

（

前

回

）

仏

教

学

特

殊

研

究
I

・

仏

教

学

研

究

指

導

（

後

期

）

学
外
担
当
科
目

イ
ン

ド
哲

学
仏
教
学
・
仏
教
学
特
殊
講
義
（
北
海
道
大

学
文

学
部
大

学
院
共
一通
科
目

、
平

成
十
七
年
度
後
期
集
中
沢
義

、
平
成

十
八
年

一

川

．
．ト
三
～
ニ
ト

六
‐

）

《
社
会
活
動
》

団
体
役
員
等

庭
野
平
和
財
団
評
議
員

／
大
法
輪
石

原
育
英
会
評
議
員

学
術
講
演

一
般
講
演

講
座
等

研
究
発
表
「
釈
尊

教
団

は
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
た
か
」（
束

洋

人
学
束
洋
学
研
究
所
研

究
発
表
例
会
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
一
日
）

《
大
学
・
学
部
の
管
理

・
運

営
》

束
洋
学
研
究
所
所
長
ノ
教
職
運
営
委
員
会
委
貝

竹
村

牧
男

《
咎
訳
お‥
》

（
単
著
）
『
正
法

眼
蔵
講
義
－

縦

成
公
案

・
摩
詞

般
若

波
羅
蜜
』
、
大
法

輪

閣
、
二
〇
〇
五
年
一
月
十
日
、
三
〇

一
頁

（
共
編
訳
書
）
中
村
元
監
修

、
木

村
清

孝
・
末
本
文

美
上
・
竹
村
牧
男
編

訳

『
エ
リ
ア
ー

デ
仏
教
事
典
』
、
法
蔵
館

、
一
・
〇
〇
五
年
十
月
ト

五
目

〈
論
文

》

「
岡
行

人
心
の
美
学
と
仏
教
」
、
『
ワ
タ
リ

ウ
ム
美
術
館
の

岡
倉
天
心
・

研
究

会
』
、
ぢ
文
書
院

、
二
〇
〇
五
年
二
月
十
目
、
一
四
四
～
一
六
三
頁
。

「
目
本
仏
教
－

導
入
川

か
ら
江
戸
時
代
ま

で
」
、
『
菅
沼
晃

憾
士
古
希
記
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念

論

文

集

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

へ

の

誘

い

』

、

大

束

出

版

社

、

―

○

○

五

年

三

月

十

日

、

二

二

五

～

二

四

二

白

「

道

元

禅

に

お

け

る

禅

的

実

存

の

迎

路

」

、

『

束

洋

学

論

叢

』

第

。
。
。
ト

号

、

二

〇

〇

五

年

三

月

、

三

九

と

五

六

頁

「

「

事

事

無

磯

法

界

」

と

「

場

所

」
－

『

五

紋

章

』

「

十

玄

門

」

の

片

肺

を

辿

っ

て

」

、

西

田

哲

学

研

究

会

編

『

場

所

』

第

川

廿

、

三

○

○

μ

年

間

川

一

日

、

一

～

十

五

頁
T
h
e
P
a
t
h
t
o
P
e
a
c
e
a
s
s
e
e
n
i
n
M
a
h
a
y
a
n
a
B
u
d
d
h
i
s

ヨ

バ
D
H
A
R
M
A

司
O
R
L
D
F
o
r
L
i
v
i
n
g
B
u
d
d
h
i
s
m
a
n
d
I
n
t
e
r
f
a
i
t
h
D
i
a
l
o
g
u
e

。
Y
o

＼
3
2

。
S
e
n
t

く

〇
c
t
.
2
0
0
5

。
p
p
.
1
7
-
2
2
.

《

そ

の

他

〉

「

重

々

無

尽

の

い

の

ち
I

『

華

厳

五

教

章

』

を

読

む

」

、

『

大

法

輪

』

ニ
O
O

五

年

八

月

号

よ

り

、

毎

月

巡

祓

「

現

代

に

お

い

て

《

仏

教

》

は

可

能

か

」

、

『

春

秋

』

、

二

〇

〇

．
E
‐
に

年

八

・

九

月

号

、

一

～

四

頁

《

学

会

活

動

》

所

属

学

会

な

ら

び

に

役

職

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

理

事

ノ

日

本

宗

教

学

会

理

事

ｙ

比

較

思

想

学

会

理

事

ノ

仏

教

思

想

学

会

理

事

そ

の

他

学

会

に

お

け

る

研

究

発

表

”
O
n
t
h
e
S
i
g
n
i
f
i
c
a
n
c
e
o
f
t
h
e
F
i
g
u
r
e
o
f
B
u
d
d
h
a
i
n
B
u
d
d
h
i
s
m

”

○
r
g
a
n
i
z
e
d
P
a
n
e
l
;
T
h
e
P
e
r
s
o
n
a
l
a
n
d
t
h
e
I
m
p
e
r
s
o
n
a
l
i
n
t
h
e
A
b
s
o
l
u
t
e

。
X
l
X
t
h
W
o
r
l
d
C
o
n
g
r
e
s
s
o
f
t
h
e
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
f
o
r
t
h
e
H
i
s
t
o
r
y
o
f
R
e
l
i
g
i
o
n
s

（

ヌ

）｛
Z

｝

。
2
5
M
a
r
c
F
T
a
k
a
n
a
w
a
P
r
i
n
c
e
H
o
t
e
l

。
M
i
n
a
t
o
-

】
白

‘
H
o

尽
o

’

「

仏

教

に

お

け

る

仏

の

意

義

に

つ

い

て

」

、

パ

ネ

ル

「

絶

対

者

に

お

け

る

人

格

性

と

非

人

格

性

」

の

四

人

の

パ

ネ

リ

ス

ト

の

一

人

と

し

て

発

衣

、

第

十

九

回

国

際

宗

教

史

会

議

世

界

大

会

、

三

月

二

十

五

日

、

高

輪

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

、

東

京

都

港

区

。

）

「

仏

教

に

お

け

る

絶

対

者

の

人

格

性

と

非

人

格

性

を

め

ぐ

っ

て

」

、

第

。

。
ト

四

回

束

西

宗

教

交

流

学

会

、

ミ

○
0

．九

年

し

月

一

ト

ー

日

、

京

祁

パ

レ

ス

サ

イ

ド

ホ

テ

ル

《

調

査

活

動

》

特

別

研

究

・

特

定

課

題

《
「

共

生

学

」

の

構

築

》

の

研

究

代

表

者

と

し

て

、

同

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

運

営

に

努

め

、

十

月

末

に

は

京

都

大

学

大

学

院

人

間

・

環

境

学

研

究

科

の

カ

ー

ル

ー

ベ

ッ

カ

ー

教

授

を

訪

問

し

て

、

意

見

交

換

等

を

行

な

っ

た

。

《

教

育

活

動

》

学

内

担

当

科

目

学

部

日

本

仏

教

史

仏

典

の

思

想

と

文

化

（
1

部

・

春

学

期

）

、

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

研

究

法

（
2

部

・

秋

学

期

）

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

演

習

（
1

部

）

、

同

（
2

部

）

大

学

院

日

本

仏

教

研

究

・

仏

教

学

研

究

指

導

（

前

期

課

程

）

仏

教

学

特

殊

研

究

・

仏

教

学

研

究

指

導

（

後

期

課

程

）
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《
社
会
活
動
》

学
術
講
演

△

般
講
演

講
座
等

ワ

タ
リ
ウ
ム
美

術
館
「
座
禅

哲

学
講
座
」
、
「

禅
の
哲
学
」
、

―
○

○
五
年
四
月
十
じ
日

、
於
・

ワ
タ
リ
ウ
ム
美

術
館
、
東
京
都
渋
谷
区

神
宮
前

第
五
十
六

㈲
金
沢
大

学
暁
烏
記

念
式
・
記
念
講
演
（
兼
「
巾
民
人
学

院
」

開
講
記

念
講
演

）
、
「
白
山

の
精
神
－

内

川
幾
多

郎
と
鈴

木
人

拙
に

学
ぶ
」
、
二
〇

〇
五
年
四
月
二
L

九
‐

、
於
・
金
沢
人

学
サ
テ

ラ
イ
ト

プ
ラ

ザ
（
金
沢
市
西
町

）

「
華

厳
思

想
に
学

ぶ
I

「
共

生

」
へ

の
道
を

尋
ね
て

」
、
在
家

仏
教

協
会
、
一
一
〇
〇
五
年
五
月
二
十
八
‐

、
大
子
町

ビ
ル

斤
階

「
日

本
人
の
宗
教

に
つ

い
て
」
、
第

託
ト
四

回

つ
く
ば
人
間

学
講
座

、

つ
く

ば
市

、
つ
く

ば
人

間
学
講
座
実
行
委
員
会

剣
催
、
ニ

○
○
瓦
年

十
一
月
十
九
日

、
つ
く

ば
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
犬
会
議

室
、
（
つ
く

ば
市
島
妻

つ
く

ば
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
内

）

《
大
学
・
学
部
の
管
理
・
運
営
》

学
術
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

人
学
院
仏
教
学
ヴ
攻
ド
任

宮

本

久

義

《
著

書

》

『
ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教

の
I

典

』
（
比
ハ
著

、

束

京

堂

出

版

、
ｙ

成

ト

）

年

十

一
月

十

日

、

菊

版

、

一
五

～

一
〇

二
’、
一
一
三

五

～

一
四

．一
、
二

瓦

．
～

一
で
〈

八

、
ご
I〇

一
～

三

〇

四

貞

）

《

論

文

》

「

建

築

ト
‥
［

マ

ン

ジ

ュ

シ

ュ

リ

ー

・

ヴ

ァ

ー

ス

ト

ゥ

ヴ

ィ

デ

ィ

ヤ

ー

・

シ

ャ

ー

ス

ト

ラ

（
回
1
u
s
r
i
V
a
s
t
u
v
i
d
y
a
s
a
s
i
r
a
)
J
の

設

計

法

則
－

ス

リ

ラ

ン

カ

仏

教

寺

院

建

築

の

設

計

法

則

そ

の
2

」
（
共

著

、「

建

築

史

学

」

第

四

十

四

号
‐

平

成

十

七

年

三

月

三

十

一

日

、
A
4

版

、

三

九

～

七

六

回

、
《
令

回

共

箭

》
）

《
そ

の

他

》

「

現

代

イ

ン

ド

の

政

治

と

宗

教

」
、「
イ

ン

ド

の

神

話

と

文

学

士

単

著

、『
菅

沼

晃

叫

上

古

稀

記

念

論

文

集

・

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

へ

の

誘

い

』

大

東

出

版

社

、

平

成

ト

七

年

三

月

ト

日

、

六

三

～

七

五

、
八

ヒ

～

九

七

頁

）

《
学

会

活

動

〉

所

・属

学

会

な

ら

び

に

役

職

‐

本

南

ア

ジ

ア

学

会

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

日

本

佛

教

学

会

建

築

史

学

会

早

稲

田

人

学

束

洋

哲

学

会

学

会

に

お

け

る

研

究

発

表

「
解

脱

と

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

聖

地

」
（
二

〇

〇

五

年

度

日

本

佛

教

学

会

学

術

大

会

、

平

成

ト
L

年

九

月

四

目

、

駒

渾

大

学

）

《
調

介

活

動

》

「
多

言

語

社

会

に

お

け

る

文

学

の

歴

史

的

展

開

と

現

在
－

イ

ン

ド

文

学

を

事

例

と

し

て

」
（
平

成

十

七

年

度

科

学

研

究

費

補

助

金

〔
基

盤

研

究

㈲

〕
、

研

究

協

力

者

、

研

究

代

衣

者

・

水

野

善

文

）

「
イ

ン

ド

ネ

シ

ア

に

お

け

る

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

遺

跡

調

査

」

（
平

成

十

七

年

七

月

一
ド

四

目

～

三

十

一

目

）
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《
教
育
活
動

》

学
内
担
当

科
目

学

部

イ
ン

ド
古
典
講
読
（
1

部
）

イ
ン

ド
古
典
哲
学
（
バ
ラ
モ
ン
教
哲
学
）
（
1

部
）

イ
ン

ド
文
化

論
H

（
1

部
）

イ
ン

ド
現
代

思
想
（
2

部
）

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学
演
習

大
学
院

サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
文

献
研
究
I

・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
I

（
前
期
）

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
T
・
イ
ン

ド
哲
学
研

究
指
導
I
（
後
期

）

学
外
担
当
科
目

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
特
殊
講
義

（
東
京
大

学
文

学
部
、
夏

学
期
）

イ
ン
ド
思
想
史

（
早
稲
田
大
学
文

学
部

、
通
年

）

総
合
講

座
「
東
洋
に

お
け
る
死

の
思
想
」
巾

、「

ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
に

お
け

る
輪
廻

と
解

脱
一

、二

」

を
担
当

（
早
稲
田

大

学
文

学
部
、

平
成
ト

七
年
四
月
二
十
三
日
・
五
月
ヒ
目
）

総
合
講
座
「
東
洋
医
学
の
人
問
科
学
」
巾

、「
ア
ー
ユ

ル

ヴ
ェ
ー

ダ
」
、

「
ヨ

ー
ガ
」

を
担
当

（
早
稲
田
大

学
人

問
科
学

部
、
平

成
十
七

年

十
月

十
四
日

∴
一
十
八
日
）

〈
社
会
活
動

》

講

演
「
多
民

族
・
多
言

語
・
多

宗
教

の
国
イ
ン

ド
ー

異
文

化
理
解

の

方
法
を
探

る
」
（
大
東
文

化
大

学
、
平

成
十
七
年
十
一
月
ニ

ト
五
口
）

《
大

学
・
学
部

の
管
理

・
運

営
》

東
洋
学
研

究
所
研
究

員
ぺ
学
生
生
活

委
員
ぺ
図
書
選
定
係
ぺ
『
井
上
円
丁

の
教
育

理
念
』

読
後
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
委
員

渡

辺

章

悟

《
杵

訳

爵

〉

『
今
ニ

こ

○
○

五

年

三

月

、
A
4

版

、

四

五

五

貞

《
諭

文

》

「

大

乗

仏

教

」
（
肌

著

『
イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

へ

の

誘

い

』

菅

沼

晃

附

士

占

稀

記

念

論

文

集

）

大

束

出

版

、

二

〇

〇

五

年

三

月

、
A
5

版

、

コ

ー九

～

一
四

二

頁

）

「
仏

典

は

ど

の

よ

う

に

漢

訳

さ

れ

た

の

か
1

笈

多

訳

『
金

剛

能

断

般

片

波

羅

蜜

経

』
を

巡

っ

て

」（
単

著
『
束

洋

学

論

叢

』

第
三

〇

号

、《
「
東

洋

大

学

文

学

部

紀
要

」

イ

ン

ド

哲

学

科

篇

、

第

五

八
集

）
二

〇

〇
五

年

三

月

、
A
5

版

、
二

四

～
四

四
頁

）

「
最

終

解

脱

へ

向

か

う

三

昧

―

『
大

般

若

波

羅

蜜

多

経

』

に

お
け

る

企

剛

喩

定
1

」
（
単

新

、
『
印

度

哲

学

仏

教

学

』

第

二

十

号

、

北

海

迫

印

度

哲

学

仏

教

学

会

、

二

〇

〇

五

年

十

月

、
A
5

版

、

三

八

～

五

七

頁

）

「
V
a
j
r
o
p
a
m
a
s
a

ヨ
乱
h
i
の

考

察

」
（

単

著

『
印

度

学

仏

教

学

研

究

』
5
4
1
1

、

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

、

二

〇

〇

五

年

十

二

月

、
A
5

版

、
三

四

九

～

三

五

七

頁

）
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《
そ

の

他

》

回

一
枝

仏

教

学

と

私
－

中

観

か

ら

般

若

ヘ

ー

」
（
単

著

、
『
三

枝

充

悳

著

作

集

』
《
仏

教

の

宗

教

観

・

人

問

観

》

第

六

巻

、

月

楸

じ

、

法

政

館

、

二

〇

〇

五

年

三

月

、
A
5

版

、

三

～

四

頁

）

「
写

経

の

起

こ

り

と

歴

史

」
（
単

著

、
『
大

法

輪

』

六

月

号

、

大

法

輪

閣

、

二

〇

〇

五

年

六

月

、
A
5

版

一

二

。
～

一

一
瓦

頁

）

「
菩

薩

と

は

何

か

」
「
菩

薩

の

六

つ

の

実

践

」
「
仏

の

か

ら

だ

」
（
単

が

、

『
大

法

輪

』

十

一

月

号

、

大

法

輪

閣

、

二

〇

〇

五

年

十

一

月

、
A
5

版

、

九

八

～

一

〇

一
頁

、

一
〇

四

～

一

〇

五

百

）

「
書

評

・
武

田

浩

学

『
大

智

度

論

の
研

究

』
」
（
単

咎

、

中

外

＝

綴

ニ

○

○

五
年

十

二
月

六

日

火

曜

日

、

第

六

面

）

「
維

摩

経

・
勝

鬘

経

講

義

全

解

説

」
（
単

著

、
『
境

野

黄

洋

著

作

集

』

第

六

巻

、

う

し

お

書

店

、

二

〇

〇

五

年

十
一
一
月

、
A
5

版

）

《
学

会
活

動

》

所

属

学
会

な

ら

び

に
役

職

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

幹

事

・
評

議

員

ノ
日

本

仏

教

学

会

日

本

宗

教

学
会

／
仏
教

思
想

学

会

。／
‐

本

西

政

学

会

比

較

思

想

学

会

／

北

海

道

印

度

哲

学

仏

教

学

会

国

際

仏

教

学

会

［
回

口
］
）

学

会

に

お
け

る
研

究

発

表

「
V
a
j
r
o
p
a
m
a
s
a
m
a
d
h
I

の

考

察

」
（
日

本
印

度

学
仏

教

学
会

第

圧
ト

六

回
学

術

大
会

、
平

成

十

七

年

七

月

二

十

九

日

、

四

天
工

寺

国

際
仏

教

大

学

）

〈
調

介

活

動

〉

フ
ハ

ン

コ

ク

ー
タ

ン

マ

カ

ー

イ

仏

教

寺

院

（
W
o
r
m
U
h
a
m
m
a
k
a
y
a
C
e
n
t
e
r

）

視

察

、

及

び

ロ

ン

ド

ン

大

学

で

の
I
A
B
S
第

十

五

回
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e

（

出

際

仏

教

学

会

学

術

大
会

）

の

参

加

」
（
平

成

十

七

年

皮

東

洋

大

学

海

外

研

究

費

に

よ

る

研

究

、

平
成

十

七

年

八
月

二

十

六

日

～

九

川

．
E
几
日

）

「
‐

本

仏

教

に

み

る

非

制

（

ズ
界

信

仰

こ

（
平

成

ト

し

年

度

科

学

研

究

費

補

助

金

［
基

盤

研

究

（
c

）（
2

ご

に

よ

る

研

究

「
葬

制

二

基
制

に

み

る

日

本

人

の

死

生

観

」

研

究

分

担

者

《
研

究

代

表

者

二
局
城

功

夫

》

生

駒

山

系

の
レ

ス
仏

遺

跡

の
調

杏

、
平

成
1

七

年

十
一
一
月
一
一
十

三
ロ

～

―
十

六

日

）

「

金

剛

般

若

経

の

研

究

」

平

成

十

七

年

度

科

学

研

究

費

補

助

金

［
基

盤

研

究

（
c

）（
2

）
］

に

よ

る
研

究

《
研

究

代

表
1

一
渡

辺

章

悟

》

《
教
育

活

動

》

学

部

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

演

習

仏

教

思

想

論
T
よ

イ

ン

ド

仏

教

史

（
1

部
H

部

）

総

合

科

目
A

、
B

、
F

（
東

洋

大

学

校
友

会

寄

附
講

座

）

総

合

科

目
D

「

社

会

に

生

き

る

知

恵
」

前

期

一

回
担

当

「

仏

教

と

社

会

」

．
．
回

折

当

人
9

院

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
文

献
研

究
n

・
仏
教
学

研

究
指

導

Ⅲ
（
前

期
）

イ

ン

ド

哲

学

特

殊

研

究
m

・
イ

ン

ド
哲

学
研

究

指

導

Ⅲ
（
後

期

）

-
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《
社
会
活
動
》

団
体
役
員
等

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
矢
訳
大
収
縮

編
集
委
‥只
会
委

員
y

同
協
会

仏
教
聖
典
編
集
委
員
会
委
員

／
財
団
法
人
東
方
研
究
会
研
究
員

ｙ

学
術
講
演

．

．
般
溝
演

店
座
方

「
井
飢
円
了
の
仏
教
」
（
浄
ト
八

宗
人
谷
派
兵

浄
か
定

例
法
話
会
、
ヤ

成
十
七
年
卜

月
十
六
‐

、
文
京
区
向
丘
・
真
浄
か

）

《
大
学
・
学
部
の
管
理

・
迂
回
》

イ
ン
ド
哲
学
科
第
1

部
主

任

’人

学
協
議

会
委
員

文

学
部
内

資
格
審

査
委
員
会
委
員

／
文
学

部
内
外
国
語
委
員

会
委
員

束

洋
学
研

究
所
研

究
員

橋
本
泰
元

へ
著
書
》

『
ヒ
ン

ド

ゥ
ー
教

の
事

典
』
（
束

京

堂
出

版
、
一
．
0
0
．几
年

ト

執

筆
部
分

。
～

頁
、
一
九
五
～

J ㎜ ㎜ a

四

百

、

．
0
L

～

．

で

二
日
、

…

…

～

．
0
頁

、

．
．
二

六

～

．
．
三

．瓦

貞

、

ミ

八

．
．．
～

jL

八

九

頁
、
宮
本
久
義
・
山
下
呻
司
氏
と
共
著

）

《
翻
訳
》

「
カ
ビ

ー
ル
『
ビ
ー
ジ
ャ

ク
』
和

訳
余
滴
（
三
）－

カ
ヘ
ラ
ー
ー

」（
『
東

洋

学
論

叢
』
第
三

十
号
（
束
洋
人

学
文

学
部
紀
要

第
瓦
ト
八

染
）
）
Λ
5

判
八
四
～
一
〇
三
頁

、
平
成
十
七
年
三
月
）

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ブ
イ
著

『
ナ

ー
タ
派

ヨ

ー
ガ
行

者
と
諸

ウ
パ
ニ
シ

ヤ

ッ

ド
』
－

抄

訳

（
三

）
－

」
（
『
束

洋

学

研

究

』

第

四

十

二

にケ
）
A
4

判

七

九

～

一

〇

八

、

平

成

十

七

年
三

月

）

《
そ

の

他

》

「

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教

」
（
『
菅

沼

晃

博

士

古

希
記

念

論
文

集

イ

ン

ド

哲
学

仏

教

学

へ

の
誘

い
』
、
人

束

出

版
社

、
こ

○

○

五
年

三

月

、
四

六

～

五

六
頁

）

「

ヒ

ン

デ

ィ

ー
語

」
（
『
菅

沼

兄

附

卜
1
‐
希

記

念

論

文

集

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

へ

の

誘

い
』
、

大

束

出

版

社

、

二

〇

〇

五

年

ご
．
月

、
三

▽
八
～

…

…
…

頁

）

《
学

会

活

動

》

所

属

学

会

な

ら

び

に
役

職

‐

本

印

度

学

佛

教

学

会

評

議

貝

‐

本

宗
教

学
会

日

本

南

ア
ジ

ア

学

会

日

本

佛

教

学

会

学

会

に

お

け

る

研

究

発

表

目

本

南

ア
ジ

ア
学

会

第

ト

八

回
人

会

（
十

月

．一
日

龍

谷

大

学

）
《
分

科

会

Ⅲ

南

ア

ジ

ア
研

究

ヘ

ー
文

学

か

ら

の
問

い
か

け

》

に

お

い
て

巾

此

文

学

研

究

の
タ
ー場

か
ら

の

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

《
教

育

活

動

》

学

内

担
『

科

目

学

部

イ

ン

ド
宗

教

史
A

・
B

（
T
1
部

ご
H
部

）

イ

ン

ド
哲

学

仏
教

学

演
習

（
乗

入

れ

）

ヒ

ン

デ
ィ

ー
文

献

購

読

（
1

部
）

仏

教

と

社

会

（
乗

入

れ
）（
コ

ー

デ
ィ

ネ

ー

タ

ー

）

総

合
V
I
A「
ア

ジ
ア
お

け

る
近

代
化

と

大

学

の
成

立
」
を

担
当

95



大

学

院

イ

ン

ド

哲

学
研

究
H

・
イ

ン

ド
哲

学

研

究

指

導
m

（
前

期

）

イ
ン
ド

哲

学

特
殊

研

究
H
・
イ
ン
ド
哲

学
研

究
指

導
n
‥（
後

期

）

学
外

担
当

科

目

ヒ

ン

デ

ィ

ー
語
I

・
n

・
m

・

Ⅳ

（
大
正

大

学

）

《
大
学

・

学

部

の
管

理

・

運

営

》

イ

ン

ド

哲

学

科

第
2

部

主

任

コ

文

学

部

内

資

格

審

介

員

会

委

員

／

東

洋

学
研

究

所
所

員

伊
吹

敦

《
翻
訳
〉

『
中

国
の
宗
教
』
（
共
訳

、
ジ
ョ
セ

フ
・
A

・
ア
ド
ラ

ー
笞
、
春
秋
社

、

全
二
六

五
頁

、
二
〇

〇
五
（
平

成
ト

じ
）
年
六
月
）

《
論
文
》

「
『
続
高
僧
に
』

に
見

る
達
摩
系

習
禅
1

の
諸
相
－

道

宣
の
認

識
の
変

化
か
意
味
す

る
も
の
」
（
「
東
洋
人
学
文
学
部
紀
要
」
五
十
八

《
イ
ン

ド

哲

学
科
篇

ご
．ト
》
、
後
四
五
～

』
琵
灯
、
I
O
O

五

（
～
成
ト

し
）
年

三
月
）

「
「

禅

」

の

起

源

」
（
「

駒

洋

大

学
人

学

院

仏

教

学

研

究

会

年

報

」

三
十
八

、
一
～
二
十

一
頁

、
二
〇
〇

五
（
平

成
十

七
）
年
五
月
）

「

初
期

の
律
宗

に
お

け

る
経

典
注
釈
－

「
金
剛

蔵
菩

薩
注

」
に

関
す

る
研

究
の
整
理
」
（
福
井
文
雅
桔
ヒ

占
稀
記
念

論
集

『
ア
ジ
ア
文
化

の

思
想
と

儀
礼
』
、

六
四

七
～
六

六
一
一
頁
、
春
秋

社
、
．一
〇
〇

．互
（
平
成

十
ヒ

）
年
六
月
）

「

初

川

註

祥

文

献

に

見

る

北

宗

扉

の

思

想

と

賓

践

」
（
康

隆

員

博

士

古

稀

記

念

論

集

『
仰

の

位

理

と

貴

賤

』
、
J
‥
．一
九

～

川

丘

七

頁

、

存

秋

社

、

二
〇

〇

五

（
～

成

十

七

）

年
4
L
一

月

）

〈
そ

の

他

》

「

荷

沢

神

会

の

影

響

変

説

・

中

国

禅

思

想

史
4

」
（
「

禅

文

化

」

．
九

五

、
八

．
～

八

九

頁

、

二

〇

〇

五

（
平

成
十

七

）

年

、
月

）

「

神

会

か

ら

馬

机

へ

要

説

・

巾

国

禅

思

想

史
5

」
（
「

禅

文

化

」

．
九

六

、
八

．
～

八

九

頁

、

二

〇

〇

五

（
平
成

ト

七

）

年

四

月

）

「

馬

祖

禅

の

成

立

と

宗

密

の

批

判

要

説

・

中

国

神

思

想

史
6

」
（
「
禅

文

化

」

一

九

七

、
六
三

～

七
二

頁

、
二

〇

〇

五

（
平

成

十

七

）

年

七

月

）

「
馬

祖

禅

成

心

の

史

的

意

義

要

説

・

中

国

禅

思

想
史
7

」
（
「
禅

文

化

」

．
九

八

、
八

九

～

九

八
百

、
二

〇

〇

五

（
平

成

十

七

）

年

ト

月

）

《
学

会

活

動

》

所

属

学
会

な

ら

び

に

役

職

日

本

印

度

学

仏

教

学

会

’
仏

教

思

想

学

会

幹
事

早

稲

田

大

学

東

洋

哲

学

会

‐

本

仏

教

学
会

財

団

法
人

東
方

学

会

研

究

発

表

「
川

祖

的
思
1

り

時

代

桁
神

」（
馬

祖

与

巾

國

抑

宗

文
化

学
術

研

討

会

、

平

成

ト

ヒ

年

八

月

二

十

七

日

、

中

国

・
四

川

省

什
那

市

）

《
教

育

活

動

》

学

内

批

当

科

目

学

部

中
国

仏

教
史

（
1

部
H

部

）

仏
典

の
思

想

と

文

化
H
A

（
H

部

）

-
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イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
研
究
法
B

（
1

部
）

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習

（
乗
入
れ
）

東
洋
思
想
（
H

部
）

大
学
院

中
国
仏
教
研
究
T
I・
仏
教
学
研
究
指
導
Ⅳ

（
前
期
）

学
外
担
当
科
口

学

部

思
想
・
宗
教
系
演
習
三
九
（
日に
稲
田
大
学
第
1

文
学
部
）

《
社
会
活

動
》

団
体
役
員
等

財
団
法

人
束

方
研
究
会
兼
任
研
究
員

講
演
「
禅
の
起
源

に
つ

い
て
」
（
駒
洋
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
二
〇
〇

四
年

度
公
開

講
演
会
、
平
成
十
七
年
一
月
二
十
九
日
、
駒
洋
人
学
中

央
講

堂
）

《
大

学
・
学
部
の
管

理
・
運
営
》

文

学
部
内

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
委
員
会
委
員
．
文
学
部
内
入
試
委
員
会
委
員

文
学
部
内
H

部

改
革
委

員
会
委
員

束

洋
学
研

究
所

編
集
委
‥目ハ

沼
田

一
郎

〈
論
文
》

「
1
1
5

荏
芭
王

権
論

に

お
け

る

第
八
、
九
章

の

意
義

（
下

）」
（
唯

著

『
束
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

五
十
八

《
イ
ン

ド
哲
学
科
篇
三
ト

〉
、
ず
成

十
七
年
三
月
、
七
六
～
八
三
頁
。
）

「
ざ
ぢ
冨
一
原

劣
ヨ
1
第
2

章
に
お
け
る
司
法
主
題
の
配
置
」
（
貼
箭

『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十

ご
言
ゲ
第
二

巻
平
成
十
七
年
三
月
、
六
五
～

七
〇
頁
）

「

ヴ
ェ

ー
ダ

ー
ウ
八

二
ジ
ャ
ッ
ド
」
「
法

典
類
」
（
単
語

『
イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学
へ
の
誘

い
』
菅
沼
児
附
上
古
稀
記
念
論
文
集
）
大
束
出
版
、
二

〇

〇
斤
年
三
月
）

《
学
会
活

動
》

所

属
学
会
な
ら
び
に
役
職

‐

本
南
ア
ジ
ア
学
会

‐

本
印
度
学
仏
教
学
会

‘
‐

本
仏
教
学
会

北
海

道
印
度
哲
学
仏
教
学
会

学
会

に
お
け
る
研

究
発
表

「
ダ
ル
マ
文
献
に
お
け
る
司
法
主
題
の
名
称
と
そ
の
内

容
」
（
北
海
道

印
度

哲
学
仏
教
学
会
第
二
十
一
回
学
術
大
会
、
平
成
十

七
年

九
月
十

‐

、
北

海
道

武
蔵
女
子

短
期
大
学
）

《
教
育
活
動

》

学
内
担
当

科
目

学

部

サ
ン

ス
ク
リ

ッ
ト
文

献
講
読
（
1
部

）

イ
ン

ド
哲

学
仏
教

学
演
習

イ
ン

ド
文
化

論
I

イ
ン

ド
占
典
哲
学

（
H

部
）

学
外
批
当
科
目

宗
教
学

（
高
千
穂
大
学

）

《
大
学

‘
学
部
の
管
理
・
運
営
〉

文
学
部
内
外
国
語
委
員
会
委
員
ノ
文
学
部
内
予
算
委
員
会
委
員
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平
成

十
七
年
度
演
習
ゼ
ミ

活
動
報
告

沼
田

一
郎

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学
演
習
①

①
テ

ー
マ

「
イ
ン
ド
占
代
社
会
資
料
の
研
究
」

②

メ
ン

バ
ー

幹
1

一
伊
藤
慶

、
（
幹
事

を
除
く

）
四

年
生
L

名
、

。。。年

生
六
名
、
二
年
生
八
名

③
活
動

報
告

今
年
度
は
文

献
操
作

の
手
法
を
垣

間
見
る
こ
と

を
目
的
と
し

て
、
『
実

利
論
』

と
諸
法
典
の
比
較
対
照
作
業
を
す

る
こ
と

に
し

た
。
法

典
類
の
司

法
篇

は
文
献
間
で
微

妙
な
差
異
を
示
し

て
い
る
の
で

、
適
切

な
素
材
に
な

る
と

考
え

た
が
、
こ
れ
は
や
は
り
原
典
資
料

に
薇
づ
か

な
け

れ
ば
所

期
の

結
果

を
得
る
の
は
困
難
で
あ

っ
た
。
し
か
し

、
サ
ン
ス

ク
リ

ッ
ト
原
直
ハ
に

基
づ
く
厳
密

な
検
討
は
、
人
数
的
な
制
約
も
あ

っ
て
困

難
で
あ
る
。
こ
の

よ
う

な
作
業

は
前
期
で
と
り
あ
え
ず
打
ち
切
り

、
後
期

は
ゼ
ミ
生
の
。要
望

を
考
慮
し

て
、
近
代

イ
ン
ド
の
教
育
問
題
を
扱

っ
た
英
語
論
文

の
輪

読
に

切
り
替
え

た
。
私
自
身
の
見
通
し
の
誤
り
に
よ

っ
て
生

じ
た
不
千

際
で
あ

っ
た

。

四
年

生
の
卒
業
研

究
は
、
建
築
・
音
楽

‘
舞
踊
・
格
闘
技
・
古
代
社
会
・

女
性
問

題
な
ど
、
そ
の
テ
ー
マ
は
今
年
も
多
彩
で
あ

っ
た

が
、
い
ず
れ
も

準
備
期

間
の
不

足
が
問
題
で
あ

っ
た
。
夏
休
み
前
に
は
人
ま

か
な
構

想
が

か
た
ま

っ
て
い
る
こ

と

が
望
ま
し

い
。
そ
の
発
表
の
場
と
し

て
、
夏
休

み

の
合
宿
を
充
て

る
こ
と

が
慣
例
で

あ
る
。
今
年
は
千
葉
県
鴨
川
に
あ

る
本

学
の
セ
ミ
ナ

ー
ハ

ウ
ス
で
行

っ
た

。
少

な
い
参
加
者
で
あ
っ
た

が
、
研
究

発
表
の
他
に
も
ヨ

ー
ガ
の
実
修
や
近

隣
の
水
族
館

の
見
学
な
ど
、
楽
し

い

ご一
目
間
で
あ

っ
た
。
九
月
上
旬

の
海
辺
は
未

だ
充
分
暑
く
、
自
由
時
間
に

は
海
に
入
っ
て
泳

い
だ
者
も
数
名
あ

っ
た
。

宮
本
義
久

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②

①
テ
ー
マ

「
イ
ン
ド
思
想
研
究
」

②
メ
ン
バ

ー

幹
事

一
伊
原
草
太

（
幹
事

）
、
富
井
龍
司

（
副
幹
事
）
、
梶

新
吾

（
記
録
係
）
、
（
幹
事

を
除
く
）
四
年
生
一
名
、
三
年

生
十
七
名
、
一
一
年
生
九
名

③
活

動
報
告

本
年
度
は
、
サ
ン
ス

ク
リ

ッ
ト
原

典
の
講
読
と

い
く
つ
か
の
班
に
分
か

れ
て
の
研
究
発
表
と

い
う
二
本

の
柱

を
立
て
て
ゼ
ミ
を
行

っ
た
。
原
典
講

読
は
、
イ
ン
ド
占
典
申
も

っ
と
も
有
名

な
典

籍
で
あ
り
、

ヴ
ェ
ー

ダ
ー
ン

タ
学
派
の
聖
典
の

。
つ
で
も
あ

る

『
バ
ガ
ヅ

ア
ッ
ド

ー
ギ

ー
タ
ー
』

を
選

び
、
そ
れ
に
開
辿
す
る
ウ

パ
ニ

シ
ャ
ッ
ド
聖

典
や

ヴ
ェ
ー

ダ
ー
ン

タ
学
派

の
岨
ハ
籍
を
造
竹
参
照
す
る
形
で
行

っ
た
。
研

究
発
表
は
、
哲
学
班
、
神
話

班

、
文
学
班
、
文
化
班

、
仏
教
班

の
う
ち
I

グ
ル

ー
プ
が
研
究
発
表
を
行

い
、

そ
れ
に
つ

い
て
討
論
す
る
形
で
進
め
た

が
、
人
数
の
関
係
で
途
中
か
ら
神

話
班

を
A
班

と
B

班
に
分
け
、
仏
教
班
は
他
班
に
吸
収
し
て
も
ら
っ
た
。

本
年
度
の
本
ゼ
ミ
は
実
質
的
に
三
年
生
と
一
一
年
生
か
ら
成
り
、
卒
論
の
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中
問
発
表

や
指
導

が
な
い
の
で
、
各
班
が
一
二
回
ず
つ
発
表
す
る
機
会

が
持

て
た

。
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
、
内

容
が
少
し
ず
つ
充
実
し
て

い
く

の
が

確
認
で
き
た
。

夏
期

の
研
修
合
宿

は
九
月
六
日

か
ら
二

泊
三
口

、
鴨
川
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ

ス
で
行

っ
た

。
日

程
に
余

裕

が
あ
っ
た
の
で
、
二
日
目
の
午
後
は
自
山
時

間
と
し

、
近

く
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
を
訪
れ
て
楽
し

い
時
を
過

ご
す
こ

と

が
で
き
た
。

先

に
も
書

い
た

が
、
一
八
年
生
、
。一
年
生
巾
心
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
の
で

、
サ

ン
ス

ク
リ
ッ
ト
読

解
の
力

が
ま
だ
弱

く
、
当
初
f

定
し
て

い
た
分
の
講
読

が
あ
ま
り
進
ま
な

か
っ
た
が
、
次
年
度
は
講
読
と
研
究
発
表
と
も
に

さ
ら

に
充
実
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た

い
と
思
う
。

橋

本

泰

元

イ

ン

ド

哲

学

仏

教

学

演

習

③

エ

テ

ー

マ

「

中

世

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

敦

思

想

研

究

」

ズ

メ

ン

バ

ー

前

期

幹

事

一
近

洋

彰

裕

（
四

年

生

）
、

後

期

幹

事

・
・
川

村

知

弘

（
三

年

生

）
、
（
幹

雅

を

除

く

）

四

年

生

ト

。
。名

、

ミ

年

生

六

名

、

二

年

生

ト

ー
名

③

活

動

報

告

学

年

は

じ

め

は

、

担

当

者

が

ゼ

ミ

テ

ー

マ

で

あ

る

バ

ク

テ

ィ

（

信

愛

）

思

想

の

概

説

を

し

、
『

バ

ー

ガ

ヅ

ア

タ

ー
プ

ラ

ー

ナ

』
「

ラ

ー

サ

の

章

」

の

輪

読

を

開

始

し

た

。

そ

れ

と

平

行

し

て

、

女

神
B

仰

の

占

典

的

研

究

書
D
a
v
i
d
K
i
n
s
l
e
y。
H
i
乱
u
G
o
d
d
e
s
s
e
s

。
D
e
l
h
i
:
M
o
t
i
l
a
l

雷
I
r
s
i
d
a
s
s。
1
9
8
7
の
つ
回
9

と

｝｛

斗

の

章

の
分

批

和

訳

の
作

業

を

開
始

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

そ

の

後

、

ゼ
ミ

生

の
発

案

で

、

バ

ク

テ

ィ

お

よ

び

女

神

祐
仰

に

関

す

る

研

究

テ

ー

マ
を

五

つ
決

め
て

グ
ル

ー

プ

研

究

お

よ

び

発

表

の
形

式

に

変

更

し

た

。

各

グ
ル

ー

プ

が
ヒ

記

テ

ー

マ

に

関

連

す

る
白

山

テ

ー

マ
を

選

定

し

、

各

授

業

時

同

一

グ

ル

ー

プ

発

表

し

て

も

ら

っ

た

。

各

グ

ル

ー

プ

は

テ

ー

マ

を

鋭

意

調

査

し

レ

ジ
ュ

メ

を

作

成

し

発

長

し

て

い

た

が

、
原

典

解

読

お

よ

び

矢

文

資

料

の

正

確
な

読

解

の

訓

練

に

は

な

り

に

く

か

っ

た

。

九

月

ト

四
‐

か

ら
I

泊
一
。
。‐

の
‐

程

で
T

柴

県

の

鴨

川

セ

ミ

ナ

ー

ハ

ウ

ス

で

、

各

グ

ル

ー

プ

発

表

を

続

行

し

、

併

せ

て
四

年

生

の

卒

業

論

文

・
制

作

の

中
間

発

表

を

行

っ

て

も

ら

っ
た

。

発

表

者

と

担

当

教

員

と

の

議

論

と

な

る

の

が

常

態

で

あ

っ

た

が

、

今

年

度

は

他

の

ゼ
ミ

生

か

ら

の

質

問

も

出

て

、
意

外

に

活

発

な

ゼ

ミ

合

宿

と

な

っ
た

。
ま

た

担

当

教

員

が

主

査

を

務

め

る
人

学

院

生

二
配
‥
も

ふ

だ

ん

の

研

究

成

果
を

発

表

し

て

く

れ

て

、

学

部

学

生

に

大

い

に

刺

激

に

な

っ

た

と

思

わ

れ

る
。

今

年

度

か

ら

第
2

部
一
一
年

次

の

ゼ
ミ

が

必

修
と

な

っ

た

が

、

‘
一
ゼ

ミ

の

う

ち

イ

ン

ド

学

分

野

を

批

当

し

た

。

そ

の

ゼ
ミ

生

の

う

ち

匠

人

が

こ

の

合

梢

に
参

加

し

、

同

じ

よ

う

に

グ

ル

ー

プ

研

究

の

発

表

を
行

っ

た

。

渡
辺
章
悟

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学

演
習

④

①
テ

ー
マ

イ
ン

ド
人
乗

仏
教
の
研

究

②
メ
ン

バ
ー

幹
事

ご
剛
期
一
巾
村
紗
綾
香
、
後
期
一
石
川
友

香
里
、（
幹
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事
を

除
く

）川

年
生
七

名
、
三

年
生
六
名
、

。
。年
生
八
名
。

大
学
院
生
．
h名

③
活
動
報
七‥

今

年
度
は

。イ

ン
ド
大
乗
仏
教

の
研

究

¨
と

い
う
テ

ー
マ

の
も
と

に
、

学
生

が
主
役
と
な

っ
て
研

究
発
表
し

、
質
問

・
意
見

を
述
べ
合
っ
て
授
業

を
展
開
し
て
き
た
。

学
生

の
意
見

が
行

き
詰
ま
る
と
担
当

敦
い

が
フ
ォ
ロ

ー
し
、
発
表
内
容
に
対
す

る
理
解
を
深
め

る
よ
う

に
し
た

。

毎
年
、
共
通
テ

ー
マ
と

個
人
テ

ー
マ
を

立
て
て
研

究
し

て

い
る
が
、
今

年
度
は
学
生
数

が
増
え
た
こ
と
も
あ
り

、
共

辿
テ
ー
マ
を

グ
ル
ー
プ
研
究

に
変
更
し
て
合
術
巾

に
発
表

す
る
形
態
を
と

っ
た
。
個
人
テ
ー
マ
で
は
自

分

が
追
求
し
た

い
分
野
を
自
由

に
調

べ
て
発

表
し

、

グ
ル
ー
プ
研

究
で
は

一
つ
の
大
き
な
テ

ー
マ
、
あ

る
い
は
文
献

な
ど
に
対

し
て
、
皆
で
工

夫
し

て
取

り
組
ん
だ
。

夏

季
に
は
八
月
八
日
～
ト
日
ま
で
、
群
馬
県

の
仁
叟
禅
寺
で
ゼ
ミ
合
宿
。

学
部
生
と
大

学
院
生

合
計
十
六
名

が
参
加

し
た
。

早
朝
の
坐
禅
と
作

務
、

日
中
は
研
究
発
表
、
夜
は
懇
親
会
と
充
実
し
た
‐

程

で
あ
っ
た
。
偶
然
実

施
さ
れ
て
い
た
I

の
仏
像
調
査
・
復
元
の
現
場
で

学
生
が
積
極
的
に
話
を

う
か
が
っ
た
り
し
て
、
賢
重
な
体
験
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
と
思
う
。

波
辺
ゼ
ミ
で
は
学
生
の
自
己
遥
任
に
お

い
て
研
究
し

、
熟

考
し

、
レ
ジ

ュ

メ
を
用

意
し
て
、
限
ら
れ
た
時
川
の
巾
で
発
衣
を
し

、
質

疑
応

答
の
力

を
身

に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
こ

の
ゼ
ミ
活
動

を
通
し

て
社
会

に
お

い
て
も
重
要

な
、
自
己
表
現
の
方
法
を
養
わ
せ
よ
う
と
指
導
し

た
つ

も
り

で
あ
る
が
、
学
生
も
そ
う

い
っ
た
実
感
を
多
少

な
り
と

も
身

に
つ
け

て
く

れ
た
の
で
は

な
い
か
と
川
待

し
て

い
る
。（

ゼ
ミ
長

石

川
友
香
里

と
の
共
同
執
筆
）

森

章
司

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑤

ド

テ

ー
マ

「
原
始
仏
教
研
究
」

ダ
メ

ン
バ
ー

幹
事

一
仙
仁
品

（
前

期

）
、
橋
爪
浩

昭
（
後
期
）
、
（
幹
事

を

除
く
）
四
年

生
圧
名

、
三
年
生
四
瓶
‥
、

。
年
生

。二
名
‥
。

大
学
院
生
六
名
j

活
動
報
七‐

例
年
通
り

、
年
度
初
め

の
五
回

は
大

学
院
生
の
協
力
も
得

な
が
ら
、
原

始
仏
教

概
説
、
原
始

仏
教
資
料
概

説
、
卒
業
論
文

（
制
作

）
の
書
き
方

、

電
子
資
料
の
使

い
方

な
ど
を
講
義
し

、
図

書
館
見

学
を
行

っ
た
。

そ
の
後

研

究
活
動
に
入

っ
た
。
研
究

は
止
ハ
同
研
究

と
個
人
研
究

の
二
本
立
て
で
進

め
た
。
共
同
研
究
の
今
年
度
の
テ

ー
マ
は
学

生
と
相
談
し
た
う
え
で
、
当
初
は

「
霊
魂

（
あ
る

い
は
こ

れ
に
相
当
す

る
も
の

）
は
あ

る
か

。
な
い
と
す
れ

ば
人
は
ど
の
よ
う
に
輪
廻
す

る
か
」
と
設

定
し
た

。
し
か
し
議
論
を
進
め

て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
前
提
と
し
て

の
死

後
・
輪
廻
は
あ
る
か
と

い
う
こ

と

も
改
め
て
議
諭
す
る
必
優
性

が
生
じ

て
き
て
、
そ
の
後
の
研
究
は
む
し

ろ
「
死
後
・
輪
廻
・
霊
魂
は
あ
る
か
」

が
テ

ー
マ
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
、
原
始
仏
教
領
域
に
お

い
て
こ
れ
ら

の
テ

ー
マ
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
著
跡
・
論
文
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ

る
か
を
訓
杏
し
た
う
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え

で

、

そ

の

中

か

ら

井

上

円

了

『
霊

魂

不

滅

論

』
、

中

村

元

『
原

始

仏

教

の

思

想

』

や

和

辻

哲

郎

「
原

始

仏

教

に

於

け

る
業

と

慎

廻

」
、

雲
井

昭

善

「
阿

含

に

お

け

る
輪

廻

の

問

題

」

な

ど

ヤ

点

の

著

書

・
論

文

を

選

び

、

そ

れ

ら

を

ゼ
ミ

員

が
分

担

し

て

、

そ

れ

ら

の

論

旨

、

ど

の

よ

う

な

こ

と

を

論

証

す

る
た

め

に
ど

の

よ
う

な
経

論

が
使

わ

れ

て

い

る

か

な

ど

を

報

告

し

あ

い
、

次

に

い
ち

い
ち

そ

の
も

と

の
典

籍

に
あ

た

っ

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

著

書

論

文

の

論

述

の

妥

当

性

な

ど

を

検

討

し

た

。

ま

た

そ

の

過

程

に

お

い

て

、
D
N
.
2
3
P
a
y
a
s
i
-
s
u
t
t
a
n
t
a
'

「
長

阿
含

経

」

七

『
弊

宿

経

』

に

は

、

ど

の

よ

う

に
霊

魂

が

説

か

れ

て

い
る

の
か

を

正

確

に

理

解

す

る

必

要

性

が

生

じ

、

こ

れ

を

全

員

が

読

ん

で

そ

の
意

味

を

検

討

し

た

。
そ

の

発

表

資

料

と

し

て

、

私

を

含

め

た

個

々
人

の
死

後

観
・
霊

魂
観

の

ア

ン

ケ

ー

ト

訓

査

を

行

っ

た

。

こ

の

議

論

に

お

け

る

結

論

を

こ

こ

に

簡

単

に

ま

と

め

る

こ

と

は

で

き

な

い

が

、

こ

の
研

究

を

通

し

て

、

学

生

諸

君

は

学

者

の

書

く

論

文

が

必

ず

し

も

厳

密

な

検

討

を

加

え

ず

に
、

自

分

の

論
旨

に

合

わ
せ

る

よ
う

に

適

当

に

経

論

を

使

っ
て

い

る
こ

と

が
多
・
い

こ
と

が

わ

か

っ

た

と

思

う

。

ま

た
a
t

ヨ

回

と

い
う

も

の
を

一

義

的

に

解

釈

し

て

は

い
け

な

い
と

い
う

こ

と

も

痛

感

す

る

こ

と

に

な

っ
た

。

こ

れ

も

ま

た

こ

の
研

究

に

お
け

る

大
き

な
成

果

の

一

つ
と

言
え

る

で

あ

ろ

う

。

そ

こ

で
恥
ヨ
‐

研

究

が

次

年

次

の

研

究

テ

ー

マ

の

候

補

と

し

て

上

が

っ
て

い
る

。

個

人

研

究

は

四

年

生

の

卒

業

論

文

（
制

作

）

テ

ー

マ

に

関

す

る

研

究

、

三

年

生

以

下

は

卒
業

論

文

（
制

作

）

を

視

野

に

入

れ

た

白

山

研

究

と
し

た

。
原

則

と

し

て

月

の

第

一
週

は

こ

の

指

導

に
あ

て
、

そ

の
発

表

は

九
月

十

六
日

か

ら

十

八

日

ま

で

の
一
一
泊

三

日

の

ゼ
ミ

合

宿

に

お

い
て

行

っ

た
。
こ
れ
ら
に
は

ゼ
ミ
の
単
位
を
必
要
と

し
な
い
が
、
卒
業
論
文
を
残
し

て

い
る
者
も
出
席

さ
せ
て

い
る
。
合
宿

に
は
ゼ
ミ
に
出
席
し
て

い
る
大
学

院
生
は
も
ち

ろ
ん
、
二
名
の
卒
業
生

も
参
加

し
て
く

れ
、
充
実
し
た
合
宿

と
な

っ
た
。
そ
の
成
果
は

、
提
出

さ
れ
た

卒
業
論
文

や
修
士
論
文
な
ど
で

証
明
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
雨
安
居
期
間

中
の
た
め
に
住
所
を
離
れ
ら
れ

な
い

タ
イ
留
学
僧
に
つ

い
て
は
、
夏
休
み

後
の
平
常
授
業
時
間
中
に
研
究

発
表
を
行
っ
た
。
個
人
研
究
の
う
ち
卒
業

論
文
（
制
作
）
に
つ

い
て
は
そ

の
要
旨
を
、
優
秀
論
文
に
つ

い
て
は
そ

の
全
文
を

『
ゼ
ミ
紀
要
』
に
掲
載

す
る
。
ゼ
ミ
の
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
（
耳
百

万
1

に・
日
苫
・
呂
・
右
≧
日
里

∃
O
き

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
は
、
こ

の

。
年
間
で
約
三

、
五
〇
〇
件
で
、
開
設
以

来
の
総

件
数
は

一
二

、
二
〇
〇
件
と

な
っ
て

い
る
。
掲
示
板
に
も
書
き
込

み
が
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
少
々
停
滞
気
味
で
あ

る
。

伊
吹

敦

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑥

①
テ

ー
マ

「
禅
思
想
史
研

究
」

②

メ
ン
バ
ー

亀
山
征
史
（
幹
事
）
他
、
四
年

生
九
名
］

二
年
生
九
名
、
二

年
生
一
名

③
活
動

報
告

本

ゼ
ミ
は
、
中
国

仏
教
の
中
で
も
、
最
も
中
国
的
な
性
格

を
多
分

に
持

つ
「
禅
」
を
中
心

に
、
そ
の
思
想
の
特
質
や
成
立
、
変
化
を
た

ど
っ
て

ゆ

く
こ
と
を
目
的
と
す

る
も

の
で

あ
る
。
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学
生
と
の
話
し
介

い
の
結
果
、
本
年
度
も

、
岩
波
文
庫

本
を
テ
キ
ス
ト

の
点
で
も
改
善
の
余
地

が
あ

る
よ
う

に
思
う
。

と
し
て

『
臨
済
録
』
を
講
読
し
た
。
テ
キ
ス
ト
に

は
訳
文

が
付

さ
れ
て
い

課
外
活
動
と
し
て
は
、
一
年

を
通
し

て
飲
み
会
を
何
回
か
行

い
、
ま
た

、

る
も
の
の
、
唐
代
の
口
語
を
含
む
上
に
、
通
常

の
言

葉
で

は
表
現
し

が
た

夏
季

休
暇
中
に
は
小
口
沢
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊

す
る
小
旅
行
を
行
な

い
も
の
と
さ
れ
る
「
悟
り
」
を
主
題
と
す
る
だ
け

に
、
理
解

は
容
易

で
は

い
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
尋
ね
る
な
ど
し

て
楽

し
い
時
問
を
過
ご
し
た
。

な
く
、
進
捗
状
況
は
必
ず
し
も
よ
く
は
な
か

っ
た
。
し
か
し

、
慌

だ
し

い

現
代

に
生
き
る
学
生
に
と
っ
て
、
短

い
テ
キ
ス
ト

の
意
味

を
じ
っ
く
り
と

竹
村
牧
男

考
え

る
と
い
う
経
験
は
稀
で
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
意
味

が
あ
っ
た
と

考
え

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑦

て
い
る
。

寸

テ

ー
マ

「
目
本
仏
教
に
お
け

る
諸
仏
・
諸
尊
信
仰
の
理
論
と
形
態
」

授
業

の
述

営
は
、
テ

キ
ス
ト

を

い
く

つ
か

に
分
割

し
て
、

そ
れ

ぞ
れ

（
1

部
お
よ
び
2

部
三
年
以
に

）

を
一
二

二
人

に
担
当

さ
せ

、
各
人
に
レ
ジ
ュ
メ
を
作
製
し

て
き

て
も

ら
い
、

エ

メ
ン
バ
ー

幹
事
一
ゼ
ミ
長
・
帛
山

隆
弘
、
副

ゼ
ミ
長
・
小
池
一
慶

、（
幹

担
当

者
を
中

心
に
全
体
で
討
議
す
る
と

い
う
方
法
を
取

っ
た

。
こ

の
方
法

事
を
除
く
）
四
年
生
ト
名

、三
年
生
四
名
、
一
年
生
ト

六
名

は
色

々
な
点

で
非
常
に
有
効
で
あ
る
の
で
、
次
年
次
以
降
も

継
続
し

て
行

③
活

動
報
告

き
た

い
と
考
え

て
い
る
。
担
当
者
の
熱
意
に
か
な
り

の
差

が
あ

る
と

い
う

当

ゼ
ミ
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
阿
弥
陀
仏

や
薬
師
如
来
、
観
音

こ
と
は

、
あ

る
程
度
止

む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
に
し
て
も

、
特
に
下
級

菩

薩
や
不
動

明
王

等
、
日
本
人
に
親
し
ま

れ
て
い
る
諸
仏
・
諸
尊
の
信
仰

生
の
間
で
授
業

中
の
自
発
的
な
発
言

が
必
ず
し
も
多
く
な

い
と

い
う
点
に

に
つ
い
て
、
そ
の
信
仰
の
根
拠
と
な

る
文

献
、
信
仰
対
象
と
な
る
本
尊
の

つ

い
て
は
、
ま

だ
改
善

の
余
地

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

尊
形

の
図
像
や
儀
礼
の
様
式
、
民
衆

の
信

仰
の
実
際
等
に
つ

い
て
、
各
自

な

お
、
ゼ
ミ
活
動

の
も
う

つ
の
柱
で
あ

る
卒
論
指
導

に
つ
い
て
は

、

調
査

・
研

究
し
、
発
表
す
る
仕
方
で
運

営
し

た
。
各
自
、
一
人
で
、
あ
る

授
業
巾
で
の
研
究
成
果

の
発
表

は
な
る
べ
く
行
わ
ず
、
研
究
室
で
の
個
別

い
は
グ
ル

ー
プ
で
、
春
・
秋
一
回
ず
つ
く

ら
い
の
発
表
を
行
な
っ
た
。
従

指
導
で
対
応
し
よ
う
と
努
め
た

。
授
業
時
間
内
で
の
卒
論
指
導
に
は
余
り

来

、
一
一
年

生
は
、
朝
霞
で
独
自
の
ゼ
ミ

が
あ
り
、
文
献
講
読
な
ど
を
し
て

に
制
約

が
多

い
し
、
そ
ち
ら

に
時
問

を
裂
か
れ
て
テ
キ
ス
ト
の
読
解
か
進

き
た

が
、
本
年
度
か
ら
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
の
っ
と
り
、
二
年
生
も
こ

ま
な
く
な
る
こ
と
を
恐

れ
た
た

め
で

あ
る
。
こ
の
方
法
は
熱
心
な
学
生
に

の

ゼ
ミ

に
参
加
し

て
勉
強
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
す
が
に
二

年
生

は
非
常

に
有

効
で
あ

っ
た
反
面
、

ほ
と
ん
ど
指
導

を
受

け
よ
う
と
せ

ず
、

に
と

っ
て

は
、
当

初
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
め
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
感

し

か
も
粗
忽
な
論
文
を
提
出
し
か
も

の
が
い
た
と

い
う
現
実
も
あ
り
、
こ

じ
で

あ
っ
た

が
、
秋
学
期
に
入

る
と
、

ゼ
ミ
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
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と
を
よ
く
了
解
し

て
き
た
と
1

わ
れ
る
。
こ
の
テ

ー
マ
は

、
親
し
み
や
す

い
も
の

の
、
研

究
の
方
法

が
む
ず
か
し
く
、
全
員

が
な
か
な
か
じ
っ
く
り

取
り
組
む
こ
と

が
で

き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
多
彩
な
信
仰
形
態

が

発
表
さ

れ
、
我

々
自
身

の
宗
教
意
識
の
あ
り
か
た
に
つ

い
て

、
顧
み
る
き

っ
か
け
に
は

な
っ
た
と

思
う
。
今
後
、
こ
の

ゼ
ミ
で
の
研
究
を
慕
に
、
さ

ら
に
自
ユ
」
自
身

の
宗

教
心
や
仏
教
へ
の
思

い
を
掘
り

ド
げ
て

い
っ
て
ほ
し

い
と

思
う
。

ゼ
ミ

の
授
業
以
外

の
活
動
と
し

て
、
新
歓
コ

ン
パ
の
ほ
か

、

夏
に
鴨
川
の

セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
で
、一
一
泊
三
目

の
ゼ
ミ
合
宿
を
行
な
っ
た
。

し
か
し

、
特
に
二

年
生
の
参
加

が
少
な
く
、
残
念
で
あ

っ
た
。
本
年
度
は

、

木
曜
日
七
限

に
も
、
授
業
が
あ
り
、
コ
ン
パ
に
私
か
参
加
す
る
こ
と

が
む

ず
か
し
く

、
コ

ン
パ
活
動

が
低

調
に
な
っ
た
こ
と
も
残
念
で
あ
っ
た
。

川
崎
信
定

イ
ン

ド
哲
学
仏

教
学

演
⑧

①
テ

ー
マ

「
中
観
・
唯
識

思
想
基
礎
的
原

典
の
講
読
研
究
－

『
唯
識

二
ｔ

論
』
」

②

メ
ン

バ
ー

幹
事

一
笹
森
花
菜
、
四
年
生
1

部
二
名
、
四
年
生
2

部
．
．

名

、
人

学
院
生
三
名

才
活
動
報
告

イ
ン

ド
大
乗

仏
教
の
重
要

教
理
の
一
つ
で
あ
る
唯
識
思
想

の
基
礎
的
原

典
の
講
読
を
通
し
て

テ
キ
ス
ト

批
判
・
文
献
取
り
扱

い
の
基
本
を
養
成
し

、

今
後

の
専

門
的
文

献
研
究
・

論
文
執
筆

の
た

め
の
基

盤
を
作

る
こ

と
を

目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
．

今
ま

で
、
数
年
に
亘
っ
て

、
四
世
紀

ご
ろ
に

ヴ

ア
ス

バ
ン

ド
ウ
（
世

親
）
が
軒
し

た
唯
識
思
想
の
代

表
的
な
論
書
・
I

ト

の
韻
文
か

ら
な
る

『
唯
識
二

十
論
』

を
取
り
上
げ
、
サ
ン

ス
ク
リ

ッ
ト
原

文
を
担
当
す

る
輪
番
で
講
読
研
究

を
行
な
っ
て
き
た
。
た
だ

、
今
学
年

は
、

指
導

教
貝
川

崎
の
東
洋
大

学
に
お
け

る

定
年
申
し
合

わ
せ

に
よ
る
退
任

の
直
前
年

に
な
る
た
め
、
新
た
な
ゼ
ミ
参
加
者
は
募
集
し

な
い
で

、
卒
業

論
文
作
成

の
個
人
指

導
中

心
に
切
り
替
え
た
。
夏

休
み
前

に
は
、
卒

論
作

成
予

定
学

生
の
全
員

に
論
文
テ

ー
マ
の
決
定
と
論
文

作
成
の
要
領
指
導

を
緻
密

に
行

な
い
、
学
生
各

自
に
レ
ジ
ュ

メ
の
提
出
と
経
過
発
表

を
課
し

た
。

ま
ず
各
自

が
選

ん
だ
原
典

テ
キ
ス
ト

を
正
確

に
読
ん
で
発
衣
す

る
。

そ

れ
に
続

い
て

、
問

題
意
識
の
絞

り
込
み
に
よ
る
明

確
化
へ

の
指
導

が
な

さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
過
発

表
に
基
づ

い
て

ク
ラ
ス
全
員
で

デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行

な
い
、
問

題
点
の
指

摘
と
対

策
の
検
討

が
論
じ
ら

れ
、
学

生
相
互

の
論
文
執
筆

情
況

の
確
認
と
励
ま
し
合
い
が
試
み

ら
れ
た

。
学
年

後
期

に
は
、
事
前

ア
ポ
イ

ン
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
、
研

究
室
で

の
個
人

指
導

が
な
さ
れ
た

。

橋
本
泰
元

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学

演
習
⑨

①
テ

ー
マ

「
イ
ン

ド
思
想
研

究
人
門
」

②

メ
ン
バ
ー

幹
事
：

竹
田

学

、
第
2

部
二
年
生
十
三
名

③
活
動
報
告

こ

の
ゼ
ミ

は
今
年

度
か
ら
開
講
し
た
第
2

部
第
二

年
次

必
修
ニ

ゼ
ミ

の

う
ち

の
一
つ
で
あ

る
。
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学
年

は
じ
め
に
は
、
第
1

部
の
ゼ
ミ
と
合
同

の
懇
親
会
を
開

い
た
。
は

じ
め
頃

の
授
業
で
は
、
ゼ
ミ
生
の
イ
ン
ド
学
に
関
す
る
関
心
を
剛
き
、
輪

読
用

の
共

通
の
テ
キ
ス
ト

を

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド

ー
ギ
ー
タ
ー
』
に
決
定
し
、

サ

ン
ス

ク
リ
ッ
ト

語
中

級
学
習
の
初
歩
か
ら
授
業
を
開
始
し
た
。
途
中
で
、

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド

ー
ギ
ー
タ
ー
』

の

い
く
つ
か
の
問
題
を
テ

ー
マ
に
選

び
、

上

村
勝

彦
博
上

和
訳
を
あ
ら
か
じ
め
読
ん
で
き
て
も
ら

っ
て

、
議
論
を
行

っ
た
。
ま

た
、
ゼ
ミ
生
の
自
分

自
身
の
関
心
あ
る
イ
ン

ド
学
に
関
す
る
テ

ー
マ
を
提
出
し
て

も
ら
い
、
論

議
を
何
回
か
行
っ
た
。

九
月
十
四

目
か
ら
二

泊
三
日

の
‐

程
で
そ
葉
県
の
鴨
川
セ
ミ
ナ

ー
ハ

ウ

ス
で

の
ゼ
ミ
合
宿
で

は
、
ゼ
ミ
生
の
半

数
以
ヒ

の
参
加
を
得
て
、
第
1

部

ゼ
ミ
と

の
有
意
義

な
合
宿

が
で

き
た
。

竹
村
牧
男

イ
ン

ド
哲
学
仏
教
学
演
習
⑩

①
テ

ー
マ

「

仏
教
思
想

の
研
究
」

②

メ
ン

バ
ー

幹
事

一

ゼ
ミ
長

・
天

野
幸
生

・
天

野
ま

ゆ
こ

、
（
幹
事
を

除
く
）
二
年
生
二
十
四
名

言

活
動
報
告

当

ゼ
ミ

は
、
2

部
二

年
生

の
必

修
の

ゼ
ミ
で

、
イ
ン

ド
哲
学
方
面

を

橋

本
泰
元
先

生

が
担
当
し

、
仏
教

方
面

を
、
私

か
担
当

し
た
。
全

員
で

二
十
六
名
ほ
ど
お
り

、
テ

ー
マ
ご
と

に
一
一
名
か
ら
三
名
の

グ
ル

ー
プ
を
組

み
、
前
期
は
、
イ
ン
ド
仏
教
を
釈
尊

か
ら
大
乗
仏
教
ま
で
、
後
期
は
イ
ン

ド
密
教
か
ら
中
国

仏
教
を
経
て
日

本
仏
教
の
‐

蓮
ま
で
、
～
要
な
テ
ー

マ

の
も
と

に
発
表

を
し

、

デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。
発
表
は

、
次
第
に
充

実
し
て

き
て

、
川

待
以
L

の
研

究
成
果
を
示

し
て
く
れ
た
。
こ

の
ゼ
ミ

に

よ

っ
て

、
仏
教
全
休

を
見

波
し

、
か
つ
自
分
の
関
心

の
あ
る
仏
教
が
ど
の

よ
う

な
位
置

に
あ
る
の
か
に
つ

い
て

、
理
解

が
深
ま
っ
た
と

思
う

。
ま
た

、

調
介

ご
研
究

の
面
白

さ
に
つ
い
て
も
、
覚
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
必
修

科
目
で

あ
る
の
に
、
ご
く
少

数
の
学
生
に
、
ほ
と
ん
ど
欠
席
し
た

者
が
い

た
こ
と

は
残

念
で

あ
っ
た
。
授
業
以

外

の
活
動
は
、
七
限
後

の
コ

ン
パ
が

む

ず
か
し
く

、
ま

た
こ

い
っ
て
む

ず
か
し
く
、
特
に
行

な
わ
な
か
っ
た

が
、
今

後
、
改
善

す
べ
き

課
題
と

な
っ

た
。
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平
成
十
七
六
年
度
開
講
科
目

・
従
前

の
通
年
科
日

は
一
年

生
対

象
の
場
合
A

（
春
）
・
B

（
秋
）
に
分

か

れ
る
が
、
担
当
者

が
同
一

の
場
合

は
そ
の
区

別
は
省
略
し
て
記

し
た

・
担
当
者

に
付
し
た

カ
ッ
コ
内

の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
部
・
部
の
区
別
を

示
す
。

カ
ッ
コ

が
付

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
乗
り
入
れ
科
目
か
部
・

部

の
担
当
者

が
同
一
で
あ

る
こ
と
を
示

す
。

イ
ン
ド
宗
教
史

仏
教
学
概
論

イ
ン
ド
仏
教
史

中
国
仏
教
史

日
本
仏
教
史

サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
文
献
講
読

イ
ン
ド
古
典
講
読

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
法
A

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
法
B

イ
ン
ド
占
典
哲
学

仏
教
古
典
哲
学

ア
ビ

ダ
ル
マ
哲
学

イ
ン
ド
文
学

イ

ン
ド
・
仏
教
図
像
学

橋
本
泰
元

森

章
司

渡
辺
章
悟

伊
吹

敦

竹
村
牧
男

沼
田

一
郎
（
I

）
、
渡
辺
郁
子

（
H

）

宮
本
久
義

（
I

）
、
渡
辺
郁
f

（
H

）

渡
辺
な
に悟

伊
吹

敦

宮
本
久
義

（
T

）
、
沼
田

一
郎

（
H
）

池
田
練
太
郎

（
I
）

森

章
司

（
H
）

島
田
茂
樹

島
田
茂
樹

日

本
思
想

三
洋

勝
己

東

洋
思
想

伊
吹

敦

哲
学
概
論

渡
辺
郁
八

宗
教
社
会

学

川
又

俊
則

イ
ス
ラ

ム
教
概

説

後
藤

明

キ
リ
ス
ト

教
概

説

田
淵
文
男

仏
教
漢
文
講
読

橘
川
智
昭

チ

ベ
ッ
ト
文
献
講
読

川
崎
信
定

外
国
語
文
献
講
読

岩
井
昌
悟

ヒ
ン

デ
ィ

ー
文
献
講
読

橋
本
泰
元

パ
ー
リ
文
献
講
読

石
上
和
敬

仏
教
梵
語
講
読

岩
井
昌
悟

イ
ン
ド
文
化
論
I

沼
田
一
郎

イ
ン
ド
文
化
論
n

石
川

寛

仏
教
思
想
論
T

渡
辺
章
悟

仏
教
思
想
論
H

川
崎
信
定

イ
ン
ド
現
代
思
想

宮
本
久
義

ヨ

ー
ガ
と
そ
の
思
想

馬
場
裕
之

イ
ン
ド
・
仏
教
図
像
学

（
イ
ン

ド

ー
チ

ベ
ッ
ト
密
教
図
像
学
入
門
）

島
田
戊
樹

イ
ン
ド
文
学
（
イ
ン
ド
伝
奇
物
語
『
屍
鬼
ニ
ト
五
話
』
講
読
）
島
田
茂
樹

仏
教
と
社
会
（
専
任
教
員
と
外
部
講
師

の
リ
レ
ー
連
続
講
義
）橋
本
泰
元
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宗
教
学
概
論

川
崎
信
定

仏
典
の
思
想
と
文
化
H
A

（
禅
の
思
想
）

伊
吹

敦

仏
典
の
思
想
と
文
化
H
B

（
ブ
ッ
ダ
か
ら
歎
異
抄
に
い
た
る
浄
土
教
の
展
開
）

本
多
静
芳

仏
典
の
思
想
と
文

化
I
A

（
密
教
経
典
に
見
ら

れ
る
思
想
と
文
化
）

金
本
拓
L

仏
典
の
思
想
と
文

化
I
B

（
華
厳
経
の
思
想
と
文
化
）

竹
村
牧
円

イ

ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
①
（
イ

ン
ド
占
代
社
会
資
料
の
研
究
）
沼
田
一
郎

イ

ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
（
イ

ン
ド
田－
想
研
究

）

宮
本
久
義

イ

ン
ド
哲
学
仏
教
学
演
習
②
（
中
欧
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
思
想
研
究
）
僑
本
泰
元

イ
ン

ド
哲
学
仏
教

学
演
習

①
（
イ

ン
ド
大
乗
仏
教
の
研
究
）
渡
辺
章
悟

イ
ン

ド
哲

学
仏
教

学
演
習
⑤

（
原

始
仏
教
研
究
）

森

章
川

イ
ン

ド
哲

学
仏
教
学

演
習
個

（
禅
思
想
研

究
）

伊
吹

敦

イ
ン

ド
哲

学
仏
教

学
演
習
②

（
日

本
に
お
け

る
諸

仏
諸
尊

信
仰
の
形

成
と
理
論
）

竹
村
牧
男

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学

演
習
⑧
（
人
乗
仏
教
の
チ

ベ
ッ
ト
に
お
け

る
展
開
）

川
峙
信
定

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学
演
習
⑨

（
イ
ン

ド
思
想
研
究
人
門
）
橋
本
が
元

（
H

）

イ
ン

ド
哲
学

仏
教
学
演
習
⑩

（
仏
教

思
相－
史
を
辿
る
）
竹
村
牧
舅

（
n
1
1
）

卒
業
論
文

（
制
作
）

《
大
学
院
〉

ほ

士
前
期
課
程

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研

究
I

・
イ
ン
ド
哲
学
研

究
指
導
I

（
イ
ン
ド
哲
学
体
系
の
研
究
）

宮

本
久
義

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
研

究
H

・
イ
ン
ド
哲
学
研
究
指
導
n

（
仏
教
梵
語

仏
典
を
読
む
）

渡
辺
章
悟

イ

ン
ド
哲
学
研

究
H

・
イ

ン
ド
哲
学
研
究
指
導
H

（
中

世
イ

ン
ド
思

想
の
研

究
）

橋
本
泰
元

初
期
仏
教
研

究
I

・
仏
教
学
研

究
指
導
I

（
律

蔵
に
よ

る
釈
尊

教
壇
形

成
過
程
の
研
究
）

森

章
司

初
期

仏
教
研
究
n

池
田
練
太
郎

大
乗

仏
教
研
究
I

・
仏
教

学
研

究
指
導
H

川
崎
信
定

人
乗
仏
教
研
究
m

（
『
喩
伽
師

地
論
』

を
読
む
）

横
山
紘
一

中
国
仏
教
研
究
I

・
仏
教

学
研

究
指
導

Ⅳ
（
中
国
仏
教
研
究
）伊
吹

敦

‐

本
仏
教
研
究
1

・
仏
教
学
研
究

指
導
m

（
『
修
厳

存
教
心
』
「
所
詮
差

別
唯
」
講
読
）

竹
村
牧
男

匝
士
後
期
課
程

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
I

・
イ
ン

ド
哲

学
研
究
指
導
I

（
正

統

バ
ラ
モ
ン
系
統

の
思

想
研
究
）

宮
本
久
義

イ
ン
ド
哲
学
特
殊
研
究
n

・
イ
ン

ド
哲

学
研
究
指
導
n

橋
本
泰
元
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イ

ン
ド
哲

学
特
殊
研
究
m

・
イ

ン
ド
哲
学
研
究
指
導
Ⅲ

（
大
乗

仏
教
の
起
源

）

渡
辺
に

悟

仏
教
学
特
殊
研
究
T
I・

仏
教
学
研

究
指
導
！
（
律
蔵
の
比
較
研

究
）

森

位
司

仏
教
学
特
殊
研

究
H

・
仏
教
学
研

究
指
導
H

（
仏
教
と

他
派

と
の
思
想
交
流
）

仏
教
学
特
殊
研

究
Ⅳ
・
仏
教
学
研

究
指
導
Ⅲ

（
日
本
唯
識
思
想
研

究
）

川

崎

信

定

平

成
十

七
年

度
卒
業
論
文

《
1
部
〉

今

か
お
り

巾
馬

達
郎

竹
村
牧
男

村
社
畠
山

舞
隆弘

ク
リ
シ
ュ

ナ
像
の
変
化
と
多
様
性

マ
ー
ナ
サ
ー
ラ
に
お
け

る
建
築
物
の
戸
の
配

置
場

所
に
つ

い
て

『
観
盲
信
仰
に
つ

い
て
』
～
語
源
・
語
義
を
中
心
に
～

不

動
明
王

の
信
仰
興
教
大
師
覚
鏝
の
密
浄
融
会
思
想
の
影

響

根
本

明
子

イ
ン
ド
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
受
容
－

「
力
タ

カ
リ

ー
オ
セ
ロ
ウ
」
か
ら
み
え
る
も
の
I

笹
森

花
菜

現
代
社
会
に
お
け
る
魂
と
匹
考

～
『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者

の
書
』
を
通
じ
て
～

島
崎
田
中
占
川
川
原
辻甘
利
大
貫

葵
和
希
奏
哉
良
平
恵
子
恭
子
香
菜

イ

ン

ド

世

界

と

舞

踊

『
臨

済

録

』

の

思

想

八

幡

信

仰

～

蒙

古

襲

来

と

『
八

幡

愚

童

訓

』

～

妙

見

菩

薩

の

ぷ

休

と

日

本

に

お

け

る

妙

見

信

仰

桓

武

天

皇

と

仏

教

医

療

の

現

場

に

お

け

る

仏

教

の

可

能

性

”
S
a
n
s
k
r
t
i
k
e
C
a
r
A
d
h
y
a
y
a
(

文

化

の

四

章

て

第

四

章

九

節

「
宗

教

の

生

き

た

姿

ス
ハ

ラ

マ

ハ

ン

サ

ー
ラ

ー

マ

ク

リ

シ

ュ

ナ

」

の

翻

訳
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小

倉

綾

華

自

己

が

経

験

す

る

世

界

に

つ

い

て

川

尻

桂

司

日

蓮

の

法

華

経

観

石

川

美

紀

八

図

像

か

ら

見

る

不

穏

明

王

儒

仰

鳥

野

愚

ジ

ャ

ー

タ

カ

物

語

に

お

け

る

印

度

社

会

の

階

級

制

度

－

結

婚
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